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シート① ② ③ ④

社
会
科

社会科におけるエネルギー教育の概要 6-7

3年

市のようすとくらしの移り変わり
くらしくらべ
（私たちの町や人々のくらしの変化を
　調べよう）

〇

くらしとエネルギー、エネル
ギーの存在・有用、エネルギー
の移り変わり、電気・ガス・水
道

8ｰ9 社ｰ1

4年
住みよいくらしをつくる（電気）
電気はどこから

〇 〇
電気エネルギー、発電所、いろ
いろな発電方法、持続可能な社
会、省エネルギー

10ｰ13
社ｰ2
社ｰ3

4年
住みよいくらしをつくる
（廃棄物の処理と利用）
アルミ缶リサイクルは省エネ優等生

〇 〇

分別、資源ごみ、資源の再利用、
３R（リユース・リデュース・
リサイクル）、持続可能な社会、
省エネルギー

14ｰ15 社ｰ4

4年
住みよいくらしをつくる
（地震からくらしを守る）
自然災害とエネルギー

〇 〇
自然災害、エネルギーの安定供
給、持続可能な社会、省エネル
ギー

16ｰ17 社ｰ5

5年
私たちの生活と工業生産
環境問題と自動車の未来

〇

地球温暖化、二酸化炭素、化石
燃料、SDGs、パリ協定、大気
汚染、エネルギー効率、脱炭素
社会

18ｰ19 社ｰ6

5年
私たちの生活と工業生産
日本の貿易とこれからの工業生産
日本の輸入の特色

〇 〇
エネルギー自給率、安定供給、
エネルギー資源、可採埋蔵量、
石油の備蓄量、輸入先、外交

20ｰ21 社ｰ7

6年
第二次世界大戦後から現在の日本
新しい日本、平和な日本へ

〇 〇

エネルギーの変遷、エネルギー
と生活との関わり、高度経済成
長、環境問題、エネルギー消費
量の変化

22ｰ23 社ｰ8

6年
世界の中の日本
（国際社会における日本の役割）
世界の未来と日本の役割

〇 〇 地球温暖化、環境問題、国際連
合、持続可能な社会、SDGs 24ｰ25 社ｰ9
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家
庭
科

家庭科におけるエネルギー教育の概要 44ｰ45

5、
6年

ゆでる調理
ほうれんそうのおひたし

〇 ガス（電気）使用量、ため水、
火力、洗剤の使い方、排水処理 46ｰ47 家ｰ1

5、
6年

身近な物の選び方
情報をくらべて買い物をしよう

〇
環境に配慮したマーク（エコ
マークなど）、環境に配慮した
商品（グリーン商品など）

48ｰ49 家ｰ2

5、
6年

身近な物の選び方
持続可能な食生活について考えよう

〇 地産地消、フードマイレージ、
有機JASマーク 50ｰ51 家ｰ3

5、
6年

自然を利用した快適なくらしの工夫
自然をうまく利用しよう

〇
日光（自然光）、風（風通し）、
電気（ガス）使用量、照明、冷
暖房機器、ライフスタイル

52ｰ53 家ｰ4
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単元名
題材名

 4つの視点
関連キーワード ページ ワーク

シート① ② ③ ④

理
　
科

理科におけるエネルギー教育の概要 26ｰ27

3年
3年生で学んだこと
いろんなパワーを見つけたね

〇
エネルギー、運動エネルギー、
熱エネルギー、光エネルギー、
電気エネルギー

28ｰ29 理ｰ1

4年
水の3つのすがた（水を温めたときの変化）
水蒸気の力って、すごいな！

〇
水蒸気、圧し出す力、膨らます
力、熱、電気製品、発電、火力
発電、エネルギー変換

30ｰ31 理ｰ2

4年
ものの温まり方（空気の温まり方）
効率的に部屋を温めよう

〇 暖房・冷房、熱効率、省エネ 32ｰ33 理ｰ3

5年

電流がつくる磁力
電磁石は身の回りでたくさん使われて
いる!

〇 〇 電磁石、便利、電気製品 34ｰ35 理ｰ4

6年
燃焼の仕組み
何を燃やしても二酸化炭素ができる!
地球はだいじょうぶ?

〇 〇 〇 二酸化炭素、地球温暖化、火力
発電、省エネ 36ｰ37 理ｰ5

6年
電気の利用
科学の力で、電気をむだなく活用しよう

〇 〇 〇 電気をむだなく活用する、生活
との関連、プログラミング 38ｰ41

理ｰ6
理ｰ7

6年
生物と環境
未来の地球を守るために

〇 〇 〇 地球環境、エネルギー資源、ラ
イフスタイル 42ｰ43 理ｰ8
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エネルギー教育を進めるに当たって留意すべき4つの視点 ･･････････････････････････････････････････････4

＜エネルギー教育を進めるに当たって留意すべき4つの視点＞
①エネルギーの安定供給の確保　②地球温暖化問題とエネルギー問題　③多様なエネルギー源とその特徴
④省エネルギーに向けた取り組み
※詳しくは本書のP.4をご参照ください。また、副教材『かがやけ！ みんなのエネルギー』教師用［解説編］に解説が
 掲載されています。
※単元は、文部科学省「学習指導要領（平成29年告示」を基に作成しています。

◆エネルギー・環境関連キーワード ･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････54
◆エネルギー教育教材や資料のご案内
◆主なエネルギー環境関連機関 ･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････56

※副は副教材「かがやけ！　みんなのエネルギー」を略しています。
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小学校における
エネルギー教育のあり方

授業展開例改訂委員会
委員長　山下　宏文
（京都教育大学教育学部教授）

1．エネルギー教育がめざすもの
　エネルギー教育（エネルギー環境教育）の目標は
「持続可能な社会の構築をめざし、エネルギー・環境
問題の解決に向け、生涯を通じて主体的かつ適切に判
断し行動できる人間を育成する」（エネルギー環境教
育ガイドライン・2013）ことです。持続可能な社会
の構築がエネルギー教育のめざすべきところですから、
エネルギー教育は、ESD（持続可能な開発のための
教育）の一環としての教育のあり方といえます。
　持続可能な社会を構築するうえで、エネルギーの問
題が極めて重要な位置づけをもつことは明らかなこと
です。日本では、2011年3月の東日本大震災に伴う
福島第一原子力発電所の事故によって、エネルギー問
題に対する国民の関心を大きく高めることになりまし
た。これからのエネルギー選択をどうするかといった
ことが、まさに今、私たちに突きつけられているので
す。現在の社会を安全に維持しつつ、なおかつ地球温
暖化の問題にも対応していくためには、国民一人ひと
りが自覚し、共通の未来に向かって歩み始める必要が
あります。押し付けられた未来像ではなく、自らの選
択と合意にもとづく未来像でなければなりません。そ
のために教育の役割が極めて重要であることは誰でも
が認めるところでしょう。
　2020年度より新学習指導要領が完全実施されてい
ます。新学習指導要領は、「変化の激しい社会を生き
るために必要な資質・能力の育成」をめざし、「社会
に開かれた教育課程」を理念として掲げています。こ
のことは、学校教育がこれまで以上にもっと現実社会
に目を向け、この現実社会の課題に対応できる資質・
能力を育成していかなければならないということです。
　そして、この現実社会を直視したとき、喫緊の課題
としてあるのが「持続可能な社会の構築」です。だか
ら新教育課程では、「現代的な諸課題に対応して求め
られる資質・能力」のひとつに「自然環境や資源の有
限性などの中で持続可能な社会をつくる力」を挙げて
いるのです。新教育課程がめざすところとエネルギー
教育がめざすところはまさに重なっているのです。
　また、現在、日本に限らず国際社会全体が、SDGs

（持続可能な開発目標）の達成に向けた取り組みに勢
力を傾けているところですが、教育においてもESD
を通してその実現に貢献していかなければなりません。
　持続可能な社会を構築するためにエネルギー・環境
問題を解決していくという社会的課題への対応、持続
可能な社会を構築していくうえで必要となる資質・能
力を育成するという教育的課題、この二つの課題に
しっかり対応できるエネルギー教育を推進していくこ
とが求められています。

2．社会的課題としての 
　　　 エネルギー・環境問題の解決
　エネルギー教育が対応すべき具体的なエネルギー・
環境問題とは何でしょうか。
　まず、SDGsの目標7に「すべての人々の、安価か
つ信頼できる持続可能な近代的エネルギーへのアクセ
スを確保する」とあります。また、目標13には「気
候変動およびその影響を軽減するための緊急対策を講
じる」とあります。SDGsは、2030年までの達成目
標として設定されているのですが、目標にもとづいて
より具体的なターゲットも示されています。
　目標7のターゲット（訳は日本ユニセフ協会）は次
の通りです。

 ・2030年までに、安価かつ信頼できる現代的エ
ネルギーサービスへの普遍的アクセスを確保す
る。

 ・2030年までに、世界のエネルギーミックスに
おける再生可能エネルギーの割合を大幅に拡大
させる。

 ・2030年までに、世界全体のエネルギー効率の
改善率を倍増させる。

 ・2030年までに、再生可能エネルギー、エネル
ギー効率および先進的かつ環境負担の低い化石
燃料技術などのクリーンエネルギー技術への投
資を促進するための国際協力を強化し、エネル
ギー関連インフラとクリ－ンエネルギー技術へ
の投資を促進する。

 ・2030年までに、各々の支援プログラムに沿っ
て開発途上国、特に後発開発途上国および小島
嶼開発途上国、内陸開発途上国のすべての人々
に現代的で持続可能なエネルギーサービスを提
供できるよう、インフラ拡大と技術向上をおこ
なう。

　これらの目標とターゲットは、エネルギー教育が対
応すべき具体的な社会的課題を明らかにしてくれます。
　現在の日本が直面するエネルギー・環境問題の解決
ということへの対応も必要です。エネルギー・環境問
題という場合、一般的には①エネルギー資源の制約、
②エネルギーの安定的確保、③地球温暖化の防止など
が考えられますが、エネルギー自給率が10％程度で
ありながら、消費量は世界でも5番目に多いという日
本の現状を踏まえると、これからもいかに安定的にエ
ネルギーを確保していくかという問題への対応が重要
となります。
　さらに、地球温暖化問題は、エネルギー・環境問題
という見方も必要です。なぜなら、日本の温室効果ガ
スの約9割がエネルギー利用によって排出される二酸
化炭素だからです。つまり、温室効果ガスの排出を削
減するためには、エネルギー利用のあり方そのものが
問われていることになるのです。地球温暖化問題は、
エネルギー教育が対応すべき社会的課題といえます。

3．教育的課題としての 
　　　 育成すべき資質・能力
　新学習指導要領では、「必要な資質・能力の明確
化」「教科横断的な視点」「現実社会とのつながり」な
どが対応すべき教育的課題として掲げられています。
　当然ながらエネルギー教育も、こうした課題にしっ
かり対応していく必要があるのですが、こうした課題
への対応は、エネルギー教育の本質ともいえることで
す。ですから、エネルギー教育を実践することが新学
習指導要領の理念を実現する近道といえないこともあ
りません。　
　新教育課程で育成すべき資質・能力は、①生きて働
く「知識・技能」、②未知の状況にも対応できる「思
考力・判断力・表現力等」、③学びを人生や社会に生
かそうとする「学びに向かう力・人間性等」の三つで
す。
　そして新教育課程が求め、エネルギー教育が育成
しようとする具体的な資質・能力は、「現代的な諸課

題に対応して求められる資質・能力」のひとつであ
る「持続可能な社会をつくる力」です。これはESD
が育成しようとする資質・能力と言い換えることが
できるはずですが、国立教育政策研究所は2012年に
ESDで重視する能力・態度を次のように示しました。

　①批判的に考える力
　②未来像を予測して計画を立てる力
　③多面的・総合的に考える力
　④コミュニケーションをおこなう力
　⑤他者と協力する態度
　⑥つながりを尊重する態度
　⑦進んで参加する態度　

　このESDについては、学習指導要領全体において
基盤となる理念であるとされ、総則では持続可能な社
会のつくり手となる子どもたちに、学校教育全体そし
て各教科の指導を通して「どのような資質・能力の育
成をめざすのかを明確にしながら、教育活動の充実を
はかるものとする」と明示されています。
　ESDとしてのエネルギー教育が求められるわけで
すから、エネルギー教育もESDとして育成すべき資
質・能力を明確にした教育活動にしなければなりませ
ん。どのような具体的な知識や技能に基づき、どのよ
うな能力を育成し、どのような態度を養うのかをきち
んと押さえておくことが必要となります。
　教科横断的な視点もエネルギー教育にとって重要で
す。教科横断的な視点は、学習を教科などの縦割りに
留めるのではなく、教育課程全体を通した相互の連携
を図り、教育効果を一層高めるために求められてい
るのです。「エネルギー」は、社会科、理科、家庭科、
生活科などさまざまな教科の内容として扱われていま
す。こうした内容をエネルギー教育という立場から教
科横断的に見直し、エネルギー教育としての体系化が
図られるようカリキュラム・マネジメントしていくこ
とが必要です。

これからエネルギー教育に 
取り組もうとする方々へ
　ここで述べたエネルギー教育のあり方は、目指すべ
き姿であるので、最初からそれを実現するというのも
難しいことだと思います。はじめは、それぞれの教科
などで「エネルギー」に関わることを実際に扱ってみ
ることから始めてみてください。本書がその手助けと
なるはずです。



※エネルギー教育を進めるに当たって留意すべき4つの視点については副教材『かがやけ!　みんなのエネルギー』教師用［解説編］
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つの視点エネルギー教育を進めるに当たって留意すべき  4

省エネルギーに向けた取り組み（省エネの更なる推進） 4

私たちにできる省エネを考えよう エネルギーをむだなく使って資源を大切にしよう

持続可能な社会をめざして工夫することが大切だ 省エネ技術を活用する社会を作ろう

マイバッグ

LED電球

マイボトル

電気自動車

地球温暖化問題とエネルギー問題（化石燃料の大量消費と二酸化炭素の排出）2

地球温暖化が進むと

海面の上昇や生態系、農作物、気象などに
影響をあたえるといわれている

私たちのエネルギー利用も
地球温暖化に影響を
あたえているのかな？

おもな温室効果ガスは、
化石燃料を燃やした時に出る

二酸化炭素などだ

地球温暖化は温室効果ガス
（地球を温室のように温める効果のあるガス）によって

地球規模で気温が上昇することをいう

多様なエネルギー源とその特徴3

水力発電 太陽光発電 風力発電

再生可能エネルギー

化石燃料を使わない

再生可能エネルギーも注目されている

限りあるエネルギー資源を効率的に使うために
それぞれの特徴を生かした使い方が

工夫されている

それぞれのエネルギー源には

メリット（長所）とデメリット（短所）がある
新しい技術でエネルギー資源を
効率的に使う研究・開発が

進められている

エネルギーの安定供給の確保（エネルギー資源小国） 1
エネルギー資源に乏しい日本は

ほとんどを輸入にたよっているため、

エネルギー自給率はわずか11.2％だ

中国やインドなど新興国を中心に

世界のエネルギー消費量は増えている

石油は8割以上を

中東から輸入している

私たちがこの先も

安定してエネルギーを
使い続けるためには
どうしたらいいのだろう？

4 5

エ
ネ
ル
ギ
ー
・
環
境
関
連
キ
ー
ワ
ー
ド

エ
ネ
ル
ギ
ー
教
育
を
進
め
る
に
当
た
っ
て
留
意
す
べ
き
4
つ
の
視
点

自動車

工場

エアコン

トラック

照明

発電所

石油タンカー

石炭タンカー

LNGタンカー 水力発電 太陽光発電 風力発電

再生可能エネルギー

石油火力発電所

水力発電 太陽光発電 風力発電

再生可能エネルギー

石炭火力発電所

水力発電 太陽光発電 風力発電

再生可能エネルギー

LNG火力発電所

水力発電 太陽光発電 風力発電

再生可能エネルギー

原子力発電所

（エネルギー源のメリット・デメリット）、
　3E＋S、エネルギーミックス
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〈 社会科におけるエネルギー教育の位置づけ〉
　社会科の目標は「社会的な見方・考え方を働かせ、
課題を追究したり解決したりする活動を通して、グ
ローバル化する国際社会に生きる平和で民主的な国家
及び社会の形成者に必要な公民としての資質・能力の
基礎」を育成することである。この社会科の目標とエ
ネルギー教育の目標を照らし合わせてみれば、二つが
極めて重なっていることが分かるかと思う。
　目標は大きく重なるのだが、社会科がエネルギーの
問題を単元全体として扱うということはあまりない。
　ただし、第4学年の「人々の健康や生活環境を支え
る事業」の扱いは、「飲料水」「電気」「ガス」の中か
ら選択となっているので、「電気」や「ガス」を選択
すれば、単元全体としてエネルギーについて学習する
ことができるので、ぜひ取り組んでみてほしい。しかし、
教科書などでは、「飲料水」を中心とする場合が多く「電
気」や「ガス」は扱いにくいという実情もある。学習
指導要領には「節水や節電など自分たちにできること
を考えたり選択・判断したりできるように配慮する」
と示されているので、「飲料水」を中心とする場合でも、
「電気」や「ガス」について扱っておきたいところで
ある。
　その他のところでは、単元全体としてエネルギーの
問題を扱うところはないが、エネルギーに関わる問題
は、さまざまな場面で出てくる。そうした内容を社会
科全体として見通し、さらには、教科横断的な視点か
ら教育課程全体を見通して、エネルギー教育の体系と
してカリキュラム・マネジメントをしたいものである。
　その際、エネルギー教育の四つの視点（4、5ペー
ジ参照）①エネルギーの安定供給の確保、②地球温暖
化問題とエネルギー問題、③多様なエネルギー源とそ
の特徴、④省エネルギーに向けた取り組み、が全体を
見通す指標となる。

〈社会科におけるエネルギー教育の指導ポイント〉
（ 1 ）エネルギーの安定供給の確保
　この視点は、社会科が最もしっかり扱っていかなけ
ればならないものである。特に、エネルギー自給率が
極めて低い数値でありながらエネルギー消費量は世界
第5位と極めて多い中で、これからもエネルギーを安
定的に確保していくためにはどうすればよいかという
問題意識が重要となる。このエネルギー自給率の低さ
への対応は第5学年の「貿易や運輸」の学習で何とし
ても扱いたい。

・・・
（ 2 ）地球温暖化問題とエネルギー問題
　地球温暖化問題はエネルギー問題であるとの見方・
考え方が重要である。なぜなら、日本では、温室効果
ガスの排出のほとんどが、エネルギーの利用によるも
のだからである。地球温暖化問題に関連する内容を見
出して、そこで扱っていきたい。第6学年の国際社会
の学習は、「地球規模で発生している課題の解決に向
けた連携・協力などに着目」となってる。

・・・
（ 3 ）多様なエネルギー源とその特徴
　エネルギー資源の乏しい国は、多様なエネルギー源
に頼ることでリスクを分散することが必要となる。再
生可能エネルギーも含めて、今後、どのようなエネル
ギーをどのように利用していくか、私たちひとりひと
りが考えていかなければならない。第5学年の工業生
産の学習では、この視点を十分取り入れたい。

・・・
（ 4 ）省エネルギーに向けた取り組み
　省エネは、「個人の生活」、「社会のしくみや制度」、「技
術」のそれぞれの領域において推進していかなければ
ならない。中学年では主に身近な生活における省エネ
を、高学年では自分の生活とともに、社会のあり方と
して省エネをどう進めていくかを考えたい。

社会科におけるエネルギー教育の概要

社会科のねらいとエネルギー教育の関連性

指導計画を作成するときの留意点

4年間の単元の流れと本時の位置づけ

（ 1 ）教科横断的な視点
　小学校は学級担任制が基本なので、社会科に限らず
他の教科や領域と関連させた教科横断的な扱いができ
る。また、総合的な学習の時間も活用することが可能
である。年間を通したエネルギー教育の見通しをもっ
たうえで、社会科における指導計画を作成すると効果
的な指導が可能となる。
（ 2 ）副教材の活用
　エネルギー教育に関して、経済産業省資源エネル
ギー庁が『かがやけ！みんなのエネルギー』という副
教材を作成している。この副教材は、エネルギー教育
の4つの視点に対応するようになっているので、指導
計画を作成するさいにも参考となるはずである。また、
実際の学習場面でも活用してほしい。
（ 3 ）地域や社会との連携
　エネルギーに関わる企業やNGOなど、地域にはエ
ネルギー教育に協力できる団体が多く存在している。
専門的な内容や最新の情勢などを提供してもらえる。
また、人的・物的な支援も可能な場合も多くあるので、
ぜひ、問い合わせてみるといい。

◎社会科は、具体的な事象や数値で 
　考える
　社会科では、「よりよい社会を考え主体的に問題解
決しようとする態度」が求められている。エネルギー
教育に対応させると、例えば「地球温暖化を防ぐため
に自分たちは何ができるか」といったことを考えるこ
とになるはずである。そのことはとても重要なのだが、
そこで、「環境にやさしい生活をする」といったよう
なイメージで留まってしまうと、具体的に何をすれば
よいのか分からない。また、「買い物にはエコバッグ
をもっていく」ということも、あたりまえのように出
てくるが、レジ袋をなくすことでどのくらいの温暖化
防止の効果があるのだろうか。きちんとした数値で確
認することで、何をすればよいかの優先度が見えてく
るはずである。確かな根拠にもとづく、議論ができる
ようにしたいものである。

●社会科の学習における発達の段階に応じた最適なエネルギーに係る学習課題の設定例

「社会的な見方・考え方を働かせ、 
　エネルギー・環境問題を 
　主体的に解決していこうとする」

学
年 単元名 エネルギーに関わる内容の取り扱い

3
年

市のようすとくらしの移り変わり
【くらしくらべ】P.8ｰ9

 ・くらしの移り変わりを道具とそのエネルギー利用の変化から捉える
 ・交通の移り変わりをそのエネルギー源の変化から捉える

4
年

住みよいくらしをつくる（電気）
【電気はどこから】P.10ｰ13  ・電気を供給する事業の様子とその役割を捉える

住みよいくらしをつくる（廃棄物の処理と利用）
【アルミ缶リサイクルは省エネ優等生】P.14ｰ15  ・省資源と省エネが両立するリサイクルのあり方を捉える

住みよいくらしをつくる（地震からくらしを守る）
【自然災害とエネルギー】P.16ｰ17  ・災害時におけるライフライン確保の必要性と重要性を捉える

5
年

食料生産と私たち  ・機械や輸送などの燃料として必要なエネルギーの役割を捉える

自動車をつくる工業
【環境問題と自動車の未来】　P.18ｰ19

 ・生産に必要なエネルギーの役割やその確保の必要性を捉える
 ・地球温暖化の防止に結びつく自動車のあり方を捉える

日本の貿易とこれからの工業生産
【日本の輸入の特色】P.20ｰ21

 ・輸入にたよるエネルギー資源の実情を捉える
 ・工業生産を支えるエネルギーの確保と安定供給の必要性を捉える

公害を防ぐ  ・地球温暖化を防ぐ方策や取り組みについて捉える

6
年

第二次世界大戦後から現在の日本
【新しい日本、平和な日本へ】P.22ｰ23

 ・経済発展を支えたエネルギーの役割を捉える
 ・石油ショックの影響やこれからのエネルギー確保の必要性を捉える

国際社会における日本の役割
【世界の未来と日本の役割】P.24ｰ25  ・国際社会が協力して地球温暖化を防止していくことの必要性を捉える

めざす児童の姿

（太字は、授業展開例として例示があるもの）
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板書例

市のようすとくらしの移り変わり
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くらしくらべ（私たちの町や人々のくらしの変化を調べよう）

くらしとエネルギー、エネルギーの存在・有用、エネルギーの移り変わり、電気・ガス・水道

エネルギー教育の視点（目標）

　本単元では、私たちの先人が求めてきた「豊かで便
利なくらし」はエネルギーの活用によって労働や家事
にかかる労力を軽減し、収入を増やしたり、自由な時
間（余暇）を増やしたりすることに気付き、改善され
てきた「くらし」は多くのエネルギーに支えられてい
ることを理解させたい。また、そうして得られた自由
な時間を楽しむことも多くのエネルギーに支えられて
いることも理解させたい。
　くらしくらべをおこなうことでエネルギー利用の移
り変わりを知るとともに、私たちの求める「豊かなく
らし」とエネルギー利用の在り方を「持続可能と再生」
という今日的キーワードに対応することから探る出発
点に立たせたい。

単元の流れ（11時間）

1.　自分たちの住む町の移り変わりについて、考える
めあてを持つ。（1時間）

2.　変わってきた町の様子について調べる。

　・地図を見てくらべる。
　・交通について調べる。
　・土地利用について調べる。
　・人口について調べる。
　・公共施設について調べる。（5時間）
3.　道具とくらしの移り変わりについて調べる。
 （2時間）
　・今の道具とむかしの道具を調べる。

・くらしくらべをしてエネルギーの移り変わりを調べ
る。（1時間・本時）

【目　標】
私たちのくらしを支えているエネルギーについて理解
する。

4.　これからのくらしを考える。（1時間）
　・これからのくらしとエネルギーの利用について考
える。

5.　町の移り変わりをまとめる。
　・年表にまとめる。（2時間）
※洗濯板・七輪等の体験学習や、郷土資料館・博物館
　等の見学を実施することが望ましい。

キーワード

くらしくらべ
めあて：使われているエネルギーのうつりかわりを調べよう
1. 使われているエネルギーをくらべよう
2. 家事や仕事にかかる時間をくらべよう
3. 体や心のつかれ方をくらべよう

資料を見て表を完成させよう
自分のくらしで使っている物もつけ加えてみよう
表を見て考えよう
今のくらしを支えているエネルギーを確認しよう

すいじ せんたく れいだんぼう おふろ あそび

むかし
かまどとまき
まきをもやした火
（　　）分

たらいとせんたくいた
人の力
（　　）分

うちわや火ばち
人の力や炭
（　　）分

ふろがまとまき
まきをもやした火
（　　）分

お手玉や竹馬
手づくりの道具
（　　）分

今
すいはんき
電子レンジ
（　　）分

せんたくき
かんそうき
電気
（　　）分

ストーブやエアコン
電気やガス、灯油
（　　）分

ふろわかしき
ガスや電気
（　　）分

コンピューターゲーム
電気
（　　）分

気付き
むかしは目をはなせ
ないし熱い。今は米
を洗うくらいで楽だ。

むかしは冷たくてつ
かれる。今はスイッ
チを入れたら終わる。

うちわはしんどい。
火ばちはそこだけし
かあたたかくない。

むかしはちょうどよ
いあつさにするのが
むずかしそう。

ゲームの方があきな
いし、面白い。

は児童の発言を板書する

本時の流れ 指導のポイント

導
　
入

1.　前時の学習を振り返る（5分）
①むかしの人の考え出した知恵は今も生きていること
を思い出す。

②昔の道具は、多くの時間と労力を必要としていたこ
とを確認する。

1.
①今のくらしは先人の努力と工夫によって生み出され
たれたことを確認し、むかしのくらしをすべて否定
的にとらえないように指導する。
②昔の道具は、準備、作業、片づけが大変だったこと
を確認する。（体験学習に取り組むとそれが理解で
きる。また、かかった時間を記録しておくとよい。）

展
　
開

2.　くらしくらべをおこない、エネルギーの移り変わ
　　りを調べる。（15分）
①くらしくらべの表を作る。
②なくなった道具、増えた道具、姿を変えた道具に分
類する。
③利用しているエネルギーを調べ、エネルギーの移り
変わりに気付く。
④エネルギーを変えることでくらしがどれくらい変
わったのかを理解する。 
※資料：副P.10～11
⑤くらしくらべで気付いたことを交流する。（20分）
（ア）グループで話し合い、グループ用のボードなど

に記入する。
（イ）記入したボードを見て回って交流し、意見交換

をする。
（ウ）学級で全体交流する。

2.

①自分の使っている道具も記入させる。
②なくなったり、増えたり、姿を変えたりした理由を
考えさせる。
③電気・ガスの利用が多くなったことに着目させる。

④生み出した余暇の過ごし方にも触れ、そこでも電
気・ガスの利用が多いことを押さえる。

（ア）3人程度のグループで話し合う。司会と記録と
発表（質疑応答）で役割分担をするとよい。

（イ）話し合ったことを記入したボードを見て回り、意
見交換させたい。

（ウ）指導者が特徴的な気付きや意見を紹介して深め
たい。

本時の評価：【知識・技能】くらしくらべ
を通してエネルギーのうつりかわりに気付
き、わたしたちの便利な生活が主として電
気とガスの活用によって支えられているこ
とを理解する。

ま
と
め

3.　今日の学習を振り返る。（5分）
①私たちの先人がめざしてきた「豊かで便利なくらし」
は、新しく導入された電気やガスなどのエネルギー
によって支えられていることを理解する。

②次時の予告

3.
①振り返りの視点を与えて記述させたい。わかったこ
とと分からなかったこと、新たに生じた疑問という
視点で記述させると次の授業の出発点を設定しやす
くなる。
②これからのくらしをエネルギーの利用と関連付けて
考えることを伝える。

関
連
教
材

環境学習絵本　e絵本（いい絵本）
「eネコ（えねこ）といっしょにくらべよう！　昔と今」
ライフスタイルを見直す視点やエネルギーを有効に利用する
視点を楽しく学べます。
制作代表：京都教育大学名誉教授　榊原典子

原子力安全システム研究所の
HPからダウンロードできます。

ワークシート　社－●①
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住みよいくらしをつくる（電気）4年生　社会科

❷
地
球
温
暖
化
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題

❶
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
安
定
供
給
の
確
保

電気はどこから
電気エネルギー、発電所、いろいろな発電方法、持続可能な社会、省エネルギーキーワード

エネルギー教育の視点（目標）

　この単元は、電気を供給する事業について、供給の
しくみや経路、人々の工夫などに着目して電気の供給
事業のようすを捉え、電気を供給する事業は、安全で
安定的に供給できるように進められていることや、地
域の人々の健康や生活の維持と向上に役立っているこ
とを理解できるようにするとともに、学習したことを
基に自分たちに協力できることを考えようとすること
を目標としている。単元全体を通して、エネルギー教
育との関わりがある。学習指導要領では「飲料水、電
気、ガスの中から選択して取り上げること」と表記さ
れている。教科書では飲料水を取り上げるものが多い
が、電気を取り上げることで、エネルギー教育が推進
されていくことを期待したい。そのため、11時間扱
いで指導計画を作成し、電気を選択しやすいように工
夫した。また、飲料水を取り上げている学校でも取り
組めるように、２時間分の指導案を作成した。飲料水
の学習に＋αで取り組んでいただきたい。

単元の流れ（11時間）

1.　自分たちが使う電気について知る。
　　（1時間・本時①）
　・身近にある、エネルギーを使用するものを想起し、
自分たちの生活に電気などのエネルギーが欠かせ
ないものであることに気付く。

 副P.16～17を使用する。
【目　標】
わたしたちの生活には電気などのエネルギーが欠かせ
ないものとなっていることを理解する。
➡板書例はP.12

【学習活動】
（1）副P.16ｰ電気・ガス・灯油などその他のエネルギー

を使うものを家の中から探し、発表する。
（2）副P.17ｰ家庭で使われているエネルギーの種類や

用途をグラフで確認し、家庭で使っているエネル
ギーの半分が電気であることを知る。

（3）副P.17ｰ電力会社から届く「使用量のお知らせ」
の見方を知る。

（4）エネルギーはわたしたちのくらしに欠かせないこ
とに気付く。

2.　家庭や学校ではどのくらい電気を使っているかを
知り、学習問題をつくる。（1時間）

　・家庭や学校の電力使用量を知り、自分たちがたく
さんの電気を使っていることに気付く。

【学習活動】
（1）学校ではどのくらい電気を使っているのか知る。

（事前に学校の電力使用量を調べておく。）
（2）家庭や学校で使っている電気について振り返り、

コンセントの存在に気付く。
（3）コンセントの先はどうなっているか予想する。
（4）学習問題を作る。
3.　家庭や学校のコンセントを探す。（2時間）
　・コンセントを探すことで、電気をたくさん利用し
ていることに気付くとともに、コンセントの裏側
がどうなっているのか考える。

【学習活動】
（1）家庭のコンセントがどのくらいあるか発表する。
（2）学校のコンセントの数を探す。
（3）コンセントがどこにあるかを発表し、電気をたく

さん使う場所に気付く。
（4）コンセントの裏側がどうなっているのか予想し、

発表する。
4.　コンセントの先がどうなっているか知る。（2時間）
　・電力会社からゲストティーチャーを招き、コンセ
ントの裏側から先が発電所までつながっているこ
とを教えてもらう。ゲストティーチャーを招くこ
とができない場合は、学校内の配電盤やキュービ
クル、配電線などを実際に見せる。副P.20～21
を使用する。

【学習活動】
（1）コンセントの裏側がどうなっているか知り、そ

こで電気は作られていないことを知る。
（2）学校の配電盤やキュービクル、配電線を探す。
（3）配電盤やキュービクル、配電線の役割を知る。
5.　電気がどこでどのように作られるか知る。（3時間）
　・発電所を見学する。各電力会社のホームページに
発電所の動画が掲載されているので、それらを使
用する。

　・発電のしくみだけでなく、24時間365日電気を

安定して届けていることや、電線の点検・修理を
していること、また、直面している問題など、電
気を作るうえでの苦労や課題についても触れる。

※発電所が見学できない場合は、エネルギーに関する
出前授業を電力会社にお願いする。施設見学や出前
授業のどちらも難しい場合は、電力会社等のホーム
ページに載っている写真や動画を用い、発電のしく
みや働いている人々について調べ、まとめる。

6.　いろいろな発電の方法を知る。（1時間・本時②）
　・さまざまな発電の方法を知る。副P.22～26を使
用する。

【目　標】
さまざまな発電方法について調べたことを基に、その
良さと課題について考え、表現する。➡板書例はP.13

【学習活動】
（1）副P.22～26を読み、発電方法を調べる。
（2）それぞれの発電方法の良さと課題について調べる。
（3）どの発電方法にも良さと課題があることに気付く。
7.　電気をむだにしない工夫を考える。（1時間）
　・家庭や学校で、自分ができる省エネの方法を考え、
表現する。

【学習活動】
（1）これまでの学習を復習する。
（2）電気をむだにしないようにするために、今自分が

していることを発表する。
（3）これから自分が取り組める省エネの方法を考えて、

発表する。
（4）友達の意見を聞き、感想をまとめる。

関連教材
◎参考となるページ
 
・北海道電力
　「エネルギーアイランド」
（http://www.hepco.co.jp/energyisland/index.html）
サイト内で学んだ知識を「チャレンジクイズ」で確認。「電
気の安全チェック」では、電気の安全な使い方を学習でき
る。

 ・東北電力
　「でんきアドベンチャー」
（https://www.tohoku-epco.co.jp/kids/）
発電所から家庭までの道すじをたどる「電気の旅」と、電
気の歴史をさかのぼる「でんき歴史見聞録」の2つの “冒
険” で電気を学ぶ。

 ・中部電力
　「CHUDEN KIDS」
（https://www.chuden.co.jp/kids/）
70年にわたりさまざまなテーマを届けてきた「ちゅうで
ん壁新聞」の豊富なバックナンバーを掲載する。「小学生
サイエンスクラブ」も展開中。

 ・関西電力
　「エネルギー・環境教育」
（https://www.kepco.co.jp/energy_supply/energy/kids/index.html）
電気やエネルギーをマンガで学ぶ「あかね先生が行く！」、
身近な科学の疑問に答える「なぜ？ なに？ サイエンス」
を掲載する。

 ・中国電力
　「エネルギーを知る・楽しむ」
（https://www.energia.co.jp/energy/pr/）
出前授業の動画や島根原子力発電所のバーチャルツアー
など、授業で活用できるコンテンツを掲載する。

 ・四国電力
　「くらしと電気、大たんけん！」
（https://www.yonden.co.jp/cnt_kids/index.html）
すごろくとクイズを組み合わせた「エネルギーゲームに挑
戦！」や、「動画で学ぶエネルギーミックス」で、楽しみ
ながら学べる。

 ・J-POWER
　「でんき犬の大冒険」
発電の仕組みや種類、J-POWERの事業を、クイズを混
じえて紹介する動画コンテンツ。火力・水力・風力発電所
の設備も見られる。

 ・資源エネルギー庁
　「キッズページ」
（https://www.enecho.meti.go.jp/about/kids/）
電力需給バランスの仕組みを体験する「電力バランスゲー
ム～町に電気をとどけよう～」を提供。解説ページで学び
を深められる。
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本時の流れ 指導のポイント

導
　
入

1.　電気、ガス、灯油などのエネルギーを使うものを
調べる。　

 ・副P.16の絵を参考に、家の中で使うエネルギーを
調べて発表する。

 ・本時のめあてを知る。
 ・身近にあるエネルギーがどのように使われているか
考えよう。

1.

 ・副P.16に記入させる。絵の中にないものも見つけ
た場合は発表させ、意見を共有させる。

展
　
開

2.　一日の生活を思い浮かべ、自分が使っているエネ
ルギーについて考える。（20分）

 ・起床から就寝まで、毎日の習慣となっている行動や、
リビングやキッチン、お風呂などの自宅の生活習慣
とを関連付けながら、普段使っているエネルギーに
ついて考える。

3.　家庭で使われているエネルギーの種類や用途をグ
ラフで確認する。　（5分）

 ・副P.17を参照する。

2.

 ・生活経験の中で想起した行動と使うエネルギーとを
関連付けさせ、ワークシートに記入させる。

 ・思いつかない児童には、一日のおよその流れを示し、
使うであろう電気製品などを想起させる。

3.

 ・副P.17を確認させ、家庭では電気エネルギーが一
番使われていることや、その用途を知らせる。

 ・電力会社から届く「使用量のお知らせ」の見方を知
らせ、家庭でどのくらい電力が使用されているかを
調べる意欲を持たせる。

本時の評価：【知識・技能】わたしたちの
生活には電気などのエネルギーが欠かせな
いものとなっていることを理解している。
（発言・ノート）

ま
と
め

4.　学習を振り返る。（5分）
・本時の感想を書き、発表する。

5.
・本時の振り返りを発表させ、本時で学習した感想を
共有させる。

本時の流れ 指導のポイント

導
　
入

1.　発電所のしくみを復習する。（5分）
 ・前時までの学習を振り返り、火力発電所のしくみに
ついて復習する。

 ・本時のめあてを知る。
 ・さまざまな発電方法を調べよう。

1.
 ・火力発電は、燃料を燃やし、その熱で発生させた蒸
気の力でタービンを回して発電していることを確認
する。

展
　
開

2.　発電方法を調べる。（15分）
 ・副P.23～26を参照し、ワークシートにまとめる。

2.
 ・生活経験の中で知っていることを発表させながら、
副P.23～P.26を参考にし、ワークシートに記入さ
せる。

 ・自然の力を使用したエネルギーを「再生可能エネル
ギー」ということを確認する。

 ・電力会社に協力してもらい、発電のしくみがわかる
実験を取り入れてもよい。その場合は、2時間扱い
で学習に取り組ませる。

3.　それぞれの発電方法の良さと課題について知る。
　　（20分）
 ・副P.23～26を参照し、良さと課題を比べる。

 ・副P.34～39を参照し、エネルギー資源の特徴や、
資源が海外から輸入されていることを知る。

3.

 ・副P.22～26に掲載されている、それぞれの発電の
長所と短所を確認する。

 ・どの発電にも長所と短所があり、それらをより良い
バランスで組み合わせようとしていることが、現在
の日本の考え方であることを知らせる。

 ・「輸入」や「二酸化炭素」、「地球温暖化」などの言
葉は既習事項ではないため、説明を加える。

 ・エネルギー資源の種類や課題については副P.34～
39で確認する。

本時の評価：【思考・判断・表現】さまざ
まな発電方法について調べたことを基に、
その良さと課題について考え、表現してい
る。（発言・ノート））

ま
と
め

4.　学習を振り返る。（5分）
 ・本時の感想を書き、発表する。

5.
 ・本時の振り返りを発表させ、本時で学習した感想を
共有させる。

◎本時①の流れ ◎本時②の流れ

ワークシート　社－●③ワークシート　社－●②

板書例

●エネルギーを使うもの
　リビング　➡テレビ、そうじ機、エアコン、電気カーペット

　キッチン　➡ガスコンロ、冷ぞう庫、ポット、電気、すいはん器

　お風呂場　➡おふろ、お湯、電気、ドライヤー、洗たく機

たくさんの
エネルギーを
使っている

身近にあるエネルギーがどのように使われているか考えよう。

家で使っているエネルギーの半分は電気

エネルギーはわたしたちの生活に
欠かせない

▶
●火力発電
●原子力発電　　　　　　　　　　　　　
●水力発電
●太陽光発電
●風力発電
●バイオマス発電
●地熱発電

さい生
かのう
エネルギー

◎発電の方法はたくさんある

それぞれに

 良さ　と

 問題点　が
ある

さまざまな発電方法を調べよう。
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住みよいくらしをつくる（廃棄物の処理と利用）4年生　社会科

アルミ缶リサイクルは省エネ優等生
分別、資源ごみ、資源の再利用、3R（リユース・リデュース・リサイクル）、持続可能な社会、
省エネルギー

キーワード

関
連
教
材

◎副教材「かがやけ!　みんなのエネルギー」P.56 ～57
◎アルミ缶リサイクル協会WEBページ…
　http://www.alumi-can.or.jp/

本時の流れ 指導のポイント

導
　
入

1.　資源回収に出した空き缶はどうなるか予想する。
　　（5分）
アルミ缶リサイクルのマークを見て、資源回収で集め
られたアルミ缶が再びアルミ缶に生まれ変わることを
予想する。

1.　アルミ缶の実物を用意し、アルミ缶についている
リサイクルマークを見て、再びアルミ缶に
生まれ変わることを予想する。リサイクル
で資源の節約になることなどを予想し、学
習内容に興味と見通しをもたせる。

展
　
開

2.　アルミ缶リサイクルのしくみを調べる。（15分）
アルミ缶リサイクルの図を見て、アルミ缶が再びアル
ミ缶に生まれ変わっていることを確かめる。リサイク
ルのルールを守ることの大切さを知る。

2.　アルミ缶リサイクルの図を見て、回収されたアル
ミ缶は、再生工場でアルミ地金に生まれ変わることを
知る。ここでは、軽く水洗いして水を切るなど、アル
ミ缶をきちんとルールに従って回収に出すことの重要
性にも気付かせたい。
（飲料などが残ったままだと、
回収ヤードで悪臭や害虫発生
などの問題が起こる）

3.　アルミ缶のリサイクル率を調べる。（5分）
日本のアルミ缶のリサイクル
率の資料を見て、多くのアル
ミ缶がリサイクルされている
ことを知る。また、プラスチ
ックのリサイクル率は86%
ということにも触れ、アルミ
のリサイクル率が高いことを
知る。

3.　アルミ缶の消費量とリサイ
クル率のデータを見せて、リサ
イクル率が94％ほどであるこ
とを確かめる。

4.　アルミ缶をリサイクルするとどれくらい
　　省エネになるのか調べる。（10分）
アルミ缶をリサイクルすると、新しく原料から作るのに
比べてエネルギーをどれくらい節約できるかを調べる。

4.　アルミニウムは、原料となるボーキサイトからア
ルミナを取り出し、これを電気分解して製造される。
電気分解するとき多くの電力を消費する。一度金属と
なったアルミニウムは、新しく地金を製造するときの
約3％のエネルギーでアルミ再生地金になる。2020
年度にアルミ缶リサイクルによって節約されたエネル
ギーは、電力量に換算して、全国の世帯のおよそ14
日分の電力使用量に相当する（アルミ缶リサイクル協会WEBページより）。

本時の評価：【知識・技能】　アルミ缶をリ
サイクルすることで、エネルギーを節約で
きることを理解している。（発言・ワーク
シート）

ま
と
め

5.　学習を振り返る。（10分）
本時の学習感想を書き発表する。アルミ缶をリサイク
ルすることで、エネルギーを大幅に節約できることや、
自分たちの行動が大きな役割を果たすことなどをまと
める。

5.　学習を振り返る際、次に示すアルミ缶をリサイク
ルする3つのメリットを評価の視点とする。①エネル
ギーを節約できる。②資源を大切にできる。③ごみを
減らせる。
※地域の実態に応じて④収益金がもらえる。を加えてもよい。

アルミ缶リサイクルは省エネ優等生
アルミ缶リサイクルのしくみ

アルミ缶をリサイクルすると、原料からつくると
きと比べて3％のエネルギーでアルミ缶ができる。

比
べ
て
み
よ
う

アルミ缶の
リサイクル率 約94％ まだ約6％はごみに

なっている。

原料から 100の電力 アルミ缶➡ ➡

アルミ缶アルミ缶から 3の電力➡ ➡

■まとめ
　・アルミ缶のリサイクルは
　　①原料を大切に使うことになる。
　　②エネルギーの節約になる。
　　③ごみを減らせる。
　・ルールを守って回収に出すことが大切。

（資料）アルミ缶リサイクル協会

回
収
後
、
プ
レ
ス

さ
れ
た
ア
ル
ミ
缶

消費重量（331,178トン）
＝94.0％

再生利用重量
311,143トン

輸出分再生利用量
85,590トン

国内分再生利用量
225,553トン ＋

再生利用重量（225,553トン）
缶材向け重量（160,159トン）

＝71.0％

※CAN TO CAN：使用済みアルミ缶を
　ふたたびアルミ飲料缶の材料として使
　用し、アルミ缶を製造すること

CAN TO CAN率
約71％（2020年度）

新
し
い
ア
ル
ミ
地
金

➡

●電力消費量の比較
100％

原料から アルミ缶から

100
（％）

50

0
3％

エネルギー教育の視点（目標）
　この単元では、「廃棄物の処理と自分たちの生活とのかかわ
り」を学習する。廃棄物の処理事業のようすや役割を理解し、「廃
棄物の処理方法の工夫」「廃棄物を資源として活用する取り組
み」「最終処分場の確保に係る計画的・協力的な取り組み」な
どを学習する。
　また、持続可能な社会の実現の観点から、「3Rの考え方」に
ついても扱う。この展開例では、アルミ缶リサイクルを取り上
げ、それが資源の有効活用につながるだけでなく、エネルギー
の大幅な節約につながっていることに気付かせることで、持続
可能な社会の実現につながる見方・考え方を育てたい。

単元の流れ（12時間）
1.　家ではごみをどのように出しているかを調べる。（2時間）
　・家庭ではどのようにごみを出しているかを想起し、ごみ処
理のしくみに興味を持つ。

　・ごみ置き場のようすを見学し、ごみは決められた曜日に、
種類別に分別して出すことに気付く。

2.　ごみのゆくえを予想し、学習問題をつくる。（1時間）
　・これまでの経験を基に、ごみのゆくえを予想する。
3.　清掃工場を見学し、燃えるごみのゆくえを知る。（3時間）
　・「燃えるごみは清掃工場で燃やされ灰になる」ことと、「灰
は埋め立て処分場に埋め立てられる」ことを知る。

　・清掃工場では、ごみを燃やした灰の一部を再利用したり、
燃やした時の熱を温水プールに利用したりしていることを
知る。

4.　資源ごみや粗大ごみの再利用について知る。（2時間）
　・びんやペットボトルは、リサイクルセンターに運ばれ、リ
サイクルされることを知る。

　・アルミ缶リサイクルは「省エネ優等生」であることをとら
える。（1時間・本時）

【目　標】
アルミ缶をリサイクルすることで、エネルギーを節約すること
ができることに気付く。
　
5.　ごみ処理がかかえる問題について知る。（1時間）
　・ごみは年々減っているが、分別に協力しない人がいること
や、埋め立て処分場の問題などについて気付く。

6.　これまでの学習をまとめ、ごみを減らすための工夫を考え
る。（3時間）

　・ごみ処理について分かったことをまとめる。
　・ごみを減らすために家庭や地域ではどのような取り組みを
しているのか調べる。

　・自分にできる「ごみを減らすための工夫」を考え、表現
　　する。

ワークシート　社－●④

●リサイクル率

2018 2019 2020
（年度）

0

50

100 94.0%93.6% 97.9%（％）

（2020年度）

71.0％
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自然災害とエネルギー
自然災害、エネルギーの安定供給、持続可能な社会、省エネルギーキーワード

ワークシート　社－●⑤

本時の流れ 指導のポイント

導
　
入

1.　地震によって発生する被害について話し合う。
　　（10分）
 ・わたしたちの住んでいる県では、過去にどのような
地震災害が起こったか、知っていることを発表する。

 ・大きな地震が起きたら、わたしたちの生活にどのよ
うなえいきょうがあるか考えよう。

1.

 ・防災副読本などがある場合は、活用する。
 ・必要に応じて、被害がわかるような資料や写真など
を用意しておく。

 ・さまざまな被害の中から、電気・ガス・水道などの
インフラに大きな影響があったことを出させる。

展
　
開

2.　電気・ガス・水道が止まった時の影響を考える。
　　（10分）
 ・電気・ガス・水道が止まったら、自分たちの生活は
どうなるか予想する。

2.

 ・電気・ガス・水道が止まった時に、自分たちの生活
にはどんな影響があるかを考えさせる。ワークシー
トに予想を書かせ、その予想を基に話し合わせる。

 ・電気・ガス・水道が止まると、生活が成り立たなく
なることを押さえさせる。

3.　過去の災害で電気・ガス・水道はどのような影響
　　を受けたかを調べる。（10分）
 ・副P.27～29を使用し、実際に出た影響や復旧のよ
うすについて知る。

3.

 ・東日本大震災について触れ、ワークシートにまとめ
る。

 ・災害時にライフラインを復旧させるために、多くの
人が作業に当たっていることに触れる。

4.　電気・ガス・水道が止まった時、何を備えておけ
　　ばよいかを考える。（10分）
 ・電気・ガス・水道が止まったら、何があれば生活で
きるかを考える。

4.

 ・手回しで聴けるラジオやカセットコンロ、ペットボ
トルの水など、家庭で備えているものを出させ、次
時からの学習につなげる。

本時の評価：【主体的に学習に取り組む態
度】これまでの学習を基に、ライフライン
が止まったときに何が必要になるかを考え
ようとしている。（発言・ワークシート）

ま
と
め

5.　学習を振り返る。（5分）
 ・本時の感想を書き、発表する。

5.
 ・大きな地震が起きると、さまざまな被害が出ること
を確認する。

 ・特に電気・ガス・水道などのライフラインに影響が
出ることや、ライフライン復旧のためにたくさんの
人が作業に当たることを押さえさせる。

大きな地震が起きたら、わたしたちの生活に
どのようなえいきょうがあるか考えよう。
●地震のひがい ●何をそなえておく?

●電気・ガス・水道が止まったら

・電気… 手回しラジオ、懐中電灯、乾電池、ソーラー
充電器、モバイルスマホ充電器　など

・ガス…カセットコンロ　など
・水道…ペットボトルの水、携帯トイレ　など

道路にひびが入る。車が走れなくなる。津波が来る。
土砂崩れが起きる。建物がこわれる。物が落ちてく
る。家具がたおれる。電気・ガス・水道が止まる。　
など

 ・電気…夜は暗い。テレビが見られない。
　　　　携帯の充電ができない。　など
 ・ガス…お湯が沸かせない。お風呂に入れない。
　　　　温かい料理が作れない　など
 ・水道…水が出ない。トイレができない。
　　　　生きていけない。　など

大きな地震によってわたしたちの
生活は大きなえいきょうを受ける

エネルギー教育の視点（目標）

　この単元では、「自然災害から人々を守る活動」に
ついて学習する。過去に発生した自然災害、関係機関
の協力に着目して、災害から人々を守る活動を捉え、
「自助・公助・共助」の取り組みについて理解する。
　この展開例では、過去に発生した自然災害が、生活
を支えるエネルギーの供給に大きな影響を与えたこと
を取り上げる。自然災害が発生したときに、「電気、ガス、
水道などのライフラインにどのような被害があったの
か」「ライフラインはどのくらいで復旧したのか」「被
害が起きないような取り組み」などについて学ぶ。
　この学習を通して、自分たちの生活はエネルギーに
支えられていることに気付き、普段からエネルギーを
大切にしていこうとする態度を育てたい。

単元の流れ（9時間）

1.　地震によってどのようなことが起きるか考える。
　　（1時間・本時）
　・大きな地震によって、電気・ガス・水道などのラ
イフラインに影響が出ることに気付かせる。

【目　標】
これまでの学習を基に、ライフラインが止まったときに
何が必要になるかを考える。

2.　地震によって自分たちのくらしはどうなるか考え、
学習問題をつくる。（1時間）

　・地震が自分たちのくらしに与える影響を話し合う。
学習問題：地震からくらしを守るために、だれがどの
ようなことをしているのだろうか。
3.　家庭・学校や通学路・市や地域住民はどのような

備えや取り組みをしているか調べる。（5時間）
　・家庭や学校・通学路で備えているものを発表し合
う。自助について知る。

　・市では、市役所が中心になって災害に備えている

ことを調べる。公助について知る。
　・地域では、自主防災組織が中心となって災害に備
えていることを調べる。共助について知る。

4.　これまでの学習をまとめ、災害に備えて自分がで
きることを考える。（2時間）

　・自助・公助・共助について、分かったことをまと
める。

　・地震が起きて学校が避難所になった場合、自分は
どうするか考える。

は児童の発言を板書する
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環境問題と自動車の未来
地球温暖化、二酸化炭素、化石燃料、SDGs、パリ協定、大気汚染、エネルギー効率、
脱炭素社会

キーワード

エネルギー教育の視点（目標）

　本単元は、日本の自動車生産について、製造の工程、
工場相互の協力関係、優れた技術などに着目して、自
動車生産に関わる人々の工夫や努力を捉え、自動車生
産に関わる人々は、消費者の需要や社会の変化に対応
し、優れた製品を生産するようさまざまな努力や工夫
をして、自動車生産を支えていることを理解できるよ
うにする。この展開例では、本単元の終末である「こ
れからの自動車の未来について考える」学習にエネル
ギー教育の視点を取り込む。エネルギー消費量が少な
く二酸化炭素排出量が少ない種類の自動車が研究され
実用化しつつあり、わたしたちが利用できる時も遠く
はない。これらの自動車への転換を図る大きな課題で
ある地球温暖化に対応することになると考える。　地
球温暖化を中心にこれからの未来の地球環境について
目を向けることができるようにする。

単元の流れ（8時間）

　自動車をつくる工業（8時間）

1.　自動車について関心をもち、自動車がどのような
部品やパーツからできているのか予想する。

　　（2時間）
2.　自動車がどのように組み立てられているかについ

て調べる。（2時間）
3.　完成した自動車がどのように消費者に届けられて

いるのかを調べる。（1時間）
4.　調べて分かったことを整理し、自動車がどのよう

にして組み立てられ消費者まで届くのかというこ
とについてまとめる（2時間）

5.　これからの自動車の未来について考える。（1時間）
本　時「環境問題と自動車の未来」
【目　標】
近年さまざまな環境に配慮した自動車が生産されてい
る。それらが開発された背景に迫るとともに、普及し
ていない実態を知り、その原因を考えることを通して、
自動車を取り巻く環境はどのように変化していけばい
いのか考える。
※副P.53 

本時の流れ 指導のポイント

導
　
入

1.　現在一般に普及している車の種類について、どん
な種類があるかを話し合う（5分）。

1.　従来車（ガソリン自動車）以外に、「次世代自動車」
として、ハイブリッド自動車・電気自動車・プラ
グインハイブリッド自動車・燃料電池自動車・ク
リーンディーゼル車の5種類を取り扱う。

展
　
開

2.　電気自動車やハイブリッドカーや燃料電池車と
いった「次世代自動車」が開発された理由につい
て考える。（10分）

　ワークシートおよび黒板上に、ハイブリッド自動
車・電気自動車・プラグインハイブリッド自動車・
燃料電池自動車・クリーンディーゼル車の5種類の
車種の動力源や、その長所などについて簡単に書い
ておき、それらを参考にしながら、「次世代自動車」
が開発された理由についてワークシートに記入する。
　・エネルギー資源の枯渇　・地球温暖化
　・大気汚染　・酸性雨　など

2.　ワークシートおよび黒板上に、それぞれの車種の
動力源や、環境性能について掲示することで、「な
ぜ、そのような車が開発されたのか。」という理
由について迫ることができるようにする。

※副P.40にエネルギー資源の埋蔵量が、副P.42～
43には地球環境問題が、副P.44～47には地球温
暖化問題が資料として載っているので必要に応じて
活用する。

3.　二酸化炭素排出量が少ない次世代自動車の普及率
が低い理由について考える。（15分）

　従来車や次世代自動車5種類の中から「地球環境に
優しい車はどれだろう?」ということについて考え
る。その後、それぞれの車種の普及率を知り、環
境に優しい車が普及していない理由について考え、
ワークシートに記入する。
　・価格が高いから
　・ガソリンに比べて、燃料を補給する場所が少ない
　　（電気自動車・燃料電池車など）。

3.　2.で出た環境問題の中から地球温暖化に焦点化
して学習を進める。

「環境に優しい車はどれだろう?」という発問を通し
て、児童が排気ガスや二酸化炭素排出量が少ない車
に着目することができるようにする。その上で、そ
れぞれの車種の普及率を知ることで、児童は驚きを
もつと共に、「なぜ普及していないのか?」という
ことについて思考が流れる。

ま
と
め

4.　地球温暖化を防ぐため、自動車および自動車を取
り巻く環境はどのように発展させていけばいいの
かについて自分の考えをワークシートにまとめる。

　　（15分）
　2.で考えたことの解決策を考える。
　・安価で環境に優しい新自動車の開発
　・政府による補助の拡大・大量生産
　・インフラ整備・充電スタンドの増設

4.　日本全体の二酸化炭素排出量の約2割を自動車に
よる排気ガスが占めるということを知り、自動車
および自動車を取り巻く環境をどうしていけばい
いかということについて考える。

　2.で考えたことを元に、具体的に自分の考えを書
くことができるようにする。
　・価格が高い➡価格を安くするためには?
　・燃料の補給場所が少ない➡燃料の補給場所を増や
　　すには?どのような場所に設置する?

本時の評価：【思考・判断・表現】自動車
および自動車を取り巻く環境はどのように
変化していけばいいのかということについ
て考え、表現している。

今までの車 次世代自動車

種類 ガソリン車 ハイブリッド車 電気自動車 プラグイン
ハイブリッド車

燃料電池車
（水素自動車）

クリーン
ディーゼル車

動力 ガソリン ガソリンと電気 電気 基本的に電気
（ガソリンも可能） 水素 軽油

燃料補給
場所

ガソリン
スタンド

ガソリン
スタンド

充電スタンド
（スーパーなど）

充電スタンド
（ガソリンスタンド）

水素
ステーション

ガソリン
スタンド

環境性能
走行時に排気ガ
ス・二酸化炭素
を排出する。

走行時に排気ガ
ス・二酸化炭素
を排出する。

走行時に排気ガ
ス・二酸化炭素
を排出しない。

エンジン走行時
のみ排気ガス・
二酸化炭素を排
出する。

走行時に排気ガ
ス・二酸化炭素
を排出しない。

走行時に排気ガ
ス・二酸化炭素
を排出する。

普及率（%）※
（2021年） 49.3 42.8 0.88 0.95 0.1 5.96

環境問題と自動車の未来

なぜ次世代自動車が開発されたのだろう ?　　　　なぜ次世代自動車はたくさんの人に使われていないのだろう ?
・ガソリンがなくなるから　　　　　　　　　　　・値段が高い
・二酸化炭素が地球温暖化につながるから　　　　・補給場所が少ない
・空気が汚れるから　　　　　　　　　　　　　➡自動車・周りの環境の未来はどうなるのかな ?

ワークシート　社－●⑥

※日本自動車販売協会連合会「燃料別販売台数（乗用車）」を基に作成
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日本の貿易とこれからの工業生産　日本の輸入の特色
エネルギー自給率、安定供給、エネルギー資源、可採埋蔵量、備蓄量、輸入先、外交キーワード

エネルギー教育の視点（目標）

　本単元では良質なエネルギーの安定供給について考
える。
　日本のエネルギー資源の多くは海外からの輸入に
依存し、自給率は11.2%（2020年度）である。また、
そのエネルギー資源は偏在している。その輸入された
エネルギーのおかげで工業生産が支えられ、便利な生
活を送れていることを知り、エネルギーの安定供給の
重要性を理解させたい。
　また、安定供給を短期的、長期的の両面について考
えることで、今の生活だけでなく未来も持続可能な社
会をつくるために、これからの輸入について考えられ
るようにしたい。
　資源に乏しい日本が先進国として発展できたのは高
い技術力があったことを学び、エネルギーの分野でも
新技術を開発していこうとする素地を養う。

単元の流れ（8時間）

1.　食料や原料、製品の輸送について考える。（1時間）

2.　日本の輸入の特色について考える（1時間・本時）
【目　標】
日本の輸入の特色を知り、資源エネルギーの安定供給
が工業生産や豊かな生活を支えていることに気付く。
また、資源エネルギーは有限であることに気付き、自
分ごととして将来について考える。

3.　日本の輸出の特色、貿易のはたらきについて考え
る。（1時間）

4.　これからの貿易について考える。（1時間）
5.　大工場と中小工場、中小工場の多い大阪府東大阪

市について考える。（1時間）
6.　高い技術と工場のつながりについて考える。
　　（1時間）
7.　社会の変化に合わせた工業生産について考える。
　　（1時間）
8.　新しい産業の発展をめざす取り組みについて考え

る。（1時間）

本時の流れ 指導のポイント

導
　
入

1.　生活を支えるエネルギーを知る
①今の生活で便利なもの
　TVゲーム、スマホ、ガスコンロ、車
②その材料やエネルギー
　プラスチック…石油
　電気…石油、石炭、天然ガス（発電所）
　ガソリン…石油

1.　便利な生活を支えるものを動かすエネルギーは石
油・石炭・天然ガスであることに気付かせる。

　　「くらしと石油製品」について選択していない場
合は、資料を提示する。（副P.32）

展
　
開

2.　エネルギー別の輸入先やその特徴を知る。
①今の生活を支えるエネルギーの輸入先
　石油➡サウジアラビアなど中東
　石炭➡オーストラリア・インドネシア・ロシア
　天然ガス➡オーストラリア・マレーシア・カタール・
　　　　　　ロシア
②生活を支えるエネルギー輸入割合
　エネルギー自給率11.2%から、約90%が輸入に
頼っていることに気付く。

2.　副P.36を使って調べる。
①エネルギー資源はほぼ輸入である。

②資源は有限である。
　副P.39を使って調べる。
　消費量は世界5位であることにも触れる。

3.　持続可能なエネルギーの安定供給について考える。
①輸入ができなくなる原因
　外交問題、自然災害、資源枯渇など、輸入ができな
くなる原因を考える。
②その対策
　平和的外交、備蓄、輸入先開拓、資金獲得、新エネ
ルギー開発など全体で交流し、考えを深め合う。

3.　さまざまな原因とその対策を全体で深め合う。
①戦争…外交、平和持続、別の輸入先開拓
②枯渇…省エネ、新エネルギー開発
③資金不足…経済力を高める、安価エネルギー源転換
④自然現象…備蓄　設備補強

ま
と
め

4.　これからの未来を考える。
①自分ができること
　今の生活を維持するために、自分ごととして平和、
省エネ、安定した経済状況の重要性について考える。

4.　今の勉強は未来とつながっている。
省エネ以外で考えさせたい。

本時の評価：【思考・判断・表現】生活を
便利にする資源エネルギーの多くは輸入に
頼っていることを理解し、安定供給の課題
を自分ごととして捉え、将来について考え
ることができる。日本の輸入の特色

今の生活を便利にしているものは?

もの 材料 動かすエネルギー
スマホ プラスチック・金属・ガラス 電気
コンロ プラスチック・金属 天然ガス
車 金属・ガラス 電気・ガソリン

●プラスチック…石油
●電気…石油、石炭、天然ガス（発電所）
●ガソリン…石油

くらしを支えるエネルギーはどこから輸入している?

●石油➡サウジアラビア、UAE
●石炭➡オーストラリア、インドネシア、ロシア
●天然ガス➡オーストラリア、マレーシア、カタール、ロシア

 まとめ－①
輸入されたエネルギーで、日本の社会は支えられている。

輸入ができないとき 対策

対立・戦争 外交・別の輸入先

価格が高い ○経済力を高める
○別の資源選択

台風など自然災害 備蓄・設備補強

資源がなくなる 新エネルギー開発

 まとめ－②
これからもエネルギーを使い続けるためには、外交、
輸入先、備蓄、お金、新技術などを考え続けなけれ
ばいけない。

これからもずっと今の生活は続く?

ワークシート　社－●⑦

1位 原油および粗油 6.8％
2位 LNG（液化天然ガス） 4.7%

3位 医薬品 4.7%

4位 通信機 4.2%

5位 衣類および同付属品 4.0%

6位 半導体等電子部品 3.7%

7位 電算機類（含周辺機器） 3.5%

8位 非鉄金属 2.5%

9位 科学光学機器 2.5%

10位 石炭 2.5%
（出所）財務省統計

●日本の輸入上位10品目（2020年）
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板書例

第二次世界大戦後から現在の日本6年生　社会科
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新しい日本、平和な日本へ
エネルギーの変遷、エネルギーと生活との関わり、高度経済成長、環境問題、
エネルギー消費量の変化

キーワード

本時の流れ 指導のポイント

導
　
入

1.　写真資料から予想を出し合い、本時のめあてをつ
かむ。（2分）

 ・サンフランシスコ平和条約に調印する吉田茂の写真
を見て、何をしているか予想する。

 ・戦後の日本はどのようにして成長していったのだろ
う。

1.

 ・写真資料からわかることを自由に発言させ、本時へ
の意欲を高める。

展
　
開

2.　日本が国際社会復帰を果たすまでの世界の動きを
調べる。（8分）

 ・アジアの国々の独立や朝鮮戦争、水爆実験など、戦
後に起こった出来事をまとめる。

 ・国際連合への加盟が認められたことをまとめる。

2.

 ・資料からわかることをワークシートに記入させる。

 ・国際連合について、資料を用いて詳しく説明する。

3.　国際社会復帰後の日本のようすについて調べる。
　　（30分）
 ・副P.7～8を読み取り、経済の成長とエネルギー利
用の変化との関連や、電気製品の広まりによって、
国民生活が豊かになっていったことをまとめる。

 ・副P.35を読み取り、時代によって使われているエ
ネルギーの割合の変化についてまとめる。

3.

 ・個人で記入した後で、ペアで共有させる。見つけら
れなかった気付きをメモさせる。

 ・第二次世界大戦前と後のエネルギー利用の違いにつ
いて（石炭→石油）確認させる。

 ・朝鮮戦争がきっかけで、特需が起きたことを知らせ
る。

 ・石油の利用が、高度経済成長を支えた、欠かせない
エネルギーとなったことを確認させる。

 ・第二次世界大戦後の経済の発展とエネルギーの変化
を、家庭用電気製品の変化や機能の向上と関連付け
て考えさせる。

本時の評価：【知識・技能】
資料や副教材から必要な情報を集め、日本
の国際社会への復帰やエネルギー利用の変
化が国民生活を向上させたことを理解して
いる。（発言・ワークシート）

ま
と
め

4.　学習を振り返る。（5分）
・本時の感想を書き、発表する。

5.　本時の振り返りを発表させ、本時で学習した感想
を共有させる。

戦後の日本はどのように成長していったのだろう。

まとめ 
国際社会に復帰した日本は、アメリカの協力や国民の努力によって
経済の発展をとげ、人々のくらしは豊かになった。

◎世界と日本の動き ◎日本の暮らしの変化
●サンフランシスコ平和条約→ ●エネルギーの変化　石炭→石油
　48か国と平和条約を結んだ 　交通機関や火力発電の燃料　など
●世界平和のための機関→国際連合 　工業製品を生産→海外へ輸出
日本→1956年に加盟 ●家庭用電気製品のふきゅう
●アジアの国々の独立 ●エネルギー利用に変化→国民生活の向上
●朝鮮戦争　●水爆実験 

エネルギー教育の視点（目標）

　この単元では、戦後の日本が国際社会に復帰し、人々
の工夫や努力によって生活が豊かになっていった現代
について学習する。その中で、エネルギー利用は歴史
とともに変化し、特に戦後は急速にその利用における
技術が発達し、消費量も増加していったことなどに触
れる。

単元の流れ（7時間）

1.　戦争が終わった後の社会の変化について疑問を出
し合い、学習問題を作る。（1時間）

2.　各種資料から、日本が民主的な改革と平和主義的
な日本国憲法を制定することにより、新しい国と
して出発したことを読み取って理解する。（1時間）

3.　資料や副教材から、日本が国際社会に復帰するこ
とができたこと、産業が復興しエネルギーの利用
や国民生活に変化が見られたことを理解する。

　　（1時間・本時）

【目　標】
資料や副教材から必要な情報を集め、日本の国際社会
への復帰やエネルギー利用の変化が国民生活を向上さ
せたことを理解する。

4.　資料から、東京オリンピック開幕に向けてさまざ
まな産業が発展し、国民生活が豊かになったかげ
で、公害などの環境問題が生まれ、大きな問題と
なっていったことを理解する。（1時間）

5.　第二次世界大戦後から現在まで、世界各国や日本
が抱える問題点や解決のために世界が協力してい
ることについて調べ、これからの日本について考
る。（1時間）

6.　日本が歩んできた歴史と改善点を整理し、これか
らどのような国をめざしていけばよいか、自分と
の関わりの中で考る。（1時間）

7.　調べた歴史的事象を基に、日本の政治や国民生活
の変化、日本がどのような国際的役割を果たして
きたかを考え、表現する。（1時間）

ワークシート　社－●⑧
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板書例

世界の中の日本（国際社会における日本の役割）6年生　社会科

6
年
生
　
社
会
科

6
年
生
　
社
会
科

❸
多
様
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
そ
の
特
徴

❶
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
安
定
供
給
の
確
保

世界の未来と日本の役割
地球温暖化、環境問題、国際連合、持続可能な社会、SDGsキーワード

本時の流れ 指導のポイント

導
　
入

1.　地球の環境問題について知る。（10分）
 ・教科書の写真や副P.42～43を見て気付いたことを
発表する。

 ・持続可能な社会の実現に向けて、日本や世界ではど
のような取り組みをおこなっているか考えよう。

1.
 ・さまざまな環境問題が世界中で起きていることに気
づかせる。その原因が地球温暖化であることにも触
れ、本時のめあてを提示する。

展
　
開

2.　環境問題が地球温暖化の影響を受けていることを
知る。（10分）

 ・副P.44～45を読んで、地球温暖化が自分達のエネ
ルギー利用と関係があることを知る。

 ・日本や世界ではどのくらいエネルギーを使っている
かを知る。

2.

 ・地球温暖化がどのようにして起きるのか、そのメカ
ニズムを、副教材を使用して知らせる。その際、温
暖化の原因である温室効果ガスが自分たちのエネル
ギー使用によって発生していることに触れる。

3.　持続可能な社会の実現のための開発目標について
知る。（10分）

 ・国連で立てられた行動計画の中心である「持続可能
な開発目標（SDGs）」を知る。

3.

 ・SDGsについて、教科書で触れる。その際、どの
ような目標があり、どのようなことをめざしている
のかを具体的に示す。特に目標7と目標13はエネ
ルギー問題との関連性が深いため、この2つに着目
して授業を展開する。

4.　日本と世界の取り組みを知る。（10分）
 ・副P.46～47を読んで、日本や世界の温暖化を防ぐ
取り組み（「パリ協定」など）を知る。

 ・副P.58～59を読んで、企業の取り組み（省エネ、
国際貢献、製品開発など）を知る。

4.
 ・地球温暖化を防ぐために、日本や世界ではどのよう
な取り組みをしているのか具体的に知ることで、自
分にもできることはないか、主体的に考える態度を
育てる。

本時の評価：【知識・技能】持続可能な社
会の意味やSDGｓなどの取組を知ること
を通して、世界や日本には環境保全に努め
る多くの人々がいることを理解することが
できる。（発言・ワークシート）

ま
と
め

5.　学習を振り返る。（5分）
 ・本時の感想を書き、発表する。

5.
 ・本時の振り返りを発表させ、本時で学習した感想を
共有させる。

持続可能な社会の実現に向けて、日本や世界では
どのような取り組みをおこなっているか考えよう。
◎地球温暖化→わたしたちが毎日使っているエネルギーが影響
地球全体の平均気温が上がる・世界中の環境やくらしに影響→
気候変動・海面の上昇・異常気象　など

◎持続可能な開発目標（SDGs）
2030年までに達成すべき17の目標
●日本：二酸化炭素を出さない再生可能エネルギーの活用
　　　　エネルギーを効率的に使う技術を取り入れる取り組み
●世界：COP21→2020年以降の対策
●地域や企業でもさまざまな取り組み

まとめ
地球温暖化を防ぐために、世界の国々やわたしたちの協力が必要である。

エネルギー教育の視点（目標）

　この単元では、グローバル化する世界の日本の役割
について学習する。また、持続可能な社会の実現に向
けて、さまざまな取り組みがあることを理解し、これ
からの日本や自分たちができる取り組みを考えさせる。

単元の流れ（6時間）

1.　世界にはさまざまな課題があることに関心を持ち、
その解決に向けた学習問題を考え、表現する。

　　（1時間）
2.　国際連合の特色や各国連機関の取り組み、日本の

人々の活動を調べることを通して、国際連合がお
こなっていることや日本の人々の活躍を理解する。
（1時間）

3.　持続可能な社会の意味やSDGsなどの取り組み
を調べることを通して、世界や日本には現地の
人々と協力して環境保全に努める多くの人々がい
ることを理解する。（1時間・本時）

【目　標】
持続可能な社会の意味やSDGsなどの取り組みを知
ることを通して、世界や日本には環境保全に努める多
くの人々がいることを理解する。

4.　青年海外協力隊やNGOで活躍する人たちの話や
資料から、日本の国際協力のようすについて理解
する。（1時間）

5.　調べたことを基に学習問題について話し合い、国
際社会での日本の役割について考えたことを意見
文に書く。（1時間）

6.　国際社会における課題について考え、課題解決し
ていくために、自分たちに協力できることは何か
追求しようとする。（1時間）

ワークシート　社－●⑨

参
考
情
報

英国グラスゴーにて、国連気候変動枠組条約第26
回締約国会議（COP26）が、2021年10月31日
～11月13日に行われた。その中で、産業革命前
からの気温上昇幅を1.5℃に抑えるという目標に
向かって世界が努力することが、この場で正式に
合意された。
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〈 理科におけるエネルギー教育の位置づけ〉
　小学校理科におけるエネルギー教育は、理科の内容
が「エネルギー」「粒子」「生命」「地球」の4つの領
域で構成されており、エネルギー領域が中心的な部分
と位置づけできる。しかし、エネルギー教育は上述の
エネルギーの科学的な捉え方のみではなく、粒子はも
ちろん、生命、地球の各領域の内容にも影響を与える
広範な概念と捉えることができる。また、中学校理科
では「エネルギーと物質」「自然環境の保全と科学技
術の利用」など領域を横断する単元が設定されている
が、小学校ではそのような単元が設定されていないた
め、教員が各単元においてエネルギー教育の視点を
もって指導することが重要であると考えられる。
　また、小学校理科におけるエネルギー領域では「エ
ネルギー資源の有効利用」に資する内容が電気の利用
の単元のみであり、エネルギーを科学的に捉える「エ
ネルギーの捉え方」「エネルギーの変換と保存」に関
係する内容が多くを占める。この点も配慮すべき部分
である。
　小学校理科では各学年で中心的に取り扱う考え方と
して、「比較する」「関係づける」「条件を制御する」「多
面的に考える」があげられている。また、各領域の見
方として「量的・関係的な視点」「質的・実体的な視
点」「共通性・多様性の視点」「時間的・空間的な視点」
があげられている。Society 5.0を切り拓く子どもた
ちの資質・能力を育むために上記の見方・考え方を働
かせる場面としてエネルギー教育は重要な位置と捉え
ることができる。さらに自然を愛する心情や主体的に
問題解決しようとする態度を養うことが求められてお
り、日本が抱えるエネルギー環境問題に取り組むこと
は主体的、対話的で深い学びを育むことにもつながる。

〈理科におけるエネルギー教育の指導ポイント〉
　エネルギー環境問題は、その原因においても、ま
た、その解決のためにも、科学技術と深くかかわって
おり、科学的な知識や見方や考え方をもつことが前提
となる。エネルギー教育では、理科で培った科学的な
見方・考え方を働かせて、科学的な根拠に基づいて賢
明に判断し、適切に行動することができる資質・能力
を育む必要がある。小学校理科では実感を伴った理解
を重視しており、体験からエネルギーを学ぶことが重
要である。そこで、下記の授業展開例を設定した。

　学年段階に配慮し、科学的な見方・考え方を働かせ
る場面を展開例で設定した。

理科におけるエネルギー教育の概要

理科のねらいとエネルギー教育の関連性

指導計画を立てるときの留意点

4年間の単元の流れと本時の位置づけ

　ポストSDGsおよび2050年カーボンニュートラル（脱炭素社会）の実現に向
けて、エネルギーの視点で事物・現象を捉え、「比較する」「関係づける」「条件を
制御する」「多面的に考える」という理科の考え方を働かせ、持続可能な社会を担
える資質・能力を児童に育成する必要がある。

　理科ではエネルギーについて学習する内容が多くあ
るが、これらの理科の内容を指導すれば、エネルギー
教育をしたということにはならない。
　理科という教科の内容を押さえるだけでなく、エネ
ルギー教育は、理科で学習した科学的な知識や概念、
データを基にして、持続可能な社会を構築するための
主体を確立することが重要である。そのためには、教
員がエネルギー教育の視点をもち、児童にどのような
資質・能力をつけていきたいのかを明確にして授業に
取り組む必要がある。
　エネルギー教育は広範な概念であり、総合的・教科
横断的に取り扱う必要があり、どこからでも関連さ
せることも可能である。例えば、物質の3態について
も、エネルギー源の変遷（石炭から石油への変化）を
関連させ、固体と液体の採取や輸送の利便性に触れた

り、太陽と地面の様子の単元において南中高度とエネ
ルギー量の変化を太陽光パネルの設置角度と関連さえ
ることも可能であろう。しかし、学年段階やきちんと
文脈をもった授業展開になっていないと焦点が定まら
ず、子どもたちにとって理解が困難な授業になりかね
ない。
　他教科との接続についても熟慮を要する。2022年
度より、小学校高学年における教科担任制の導入が予
定されている。理科はもとより高学年において専科教
員を配置していることが多い。効果的なエネルギー教
育を実施するには日々の使用エネルギー量の測定や生
活を見直すことも有効である。クラス担任制の利点を
最大限に発揮して、効果的なカリキュラム・マネジメ
ントをおこなうという視点も重要であると考えられる。

●理科の学習における発達の段階に応じた最適なエネルギーに係る学習課題の設定例めざす児童の姿
　　　分野

　学年
エネルギー
（物理的領域）

粒子
（化学的領域）

生命
（生物的領域）

地球
（地学的領域）

指導
内容

「エネルギーの捉え方」「エ
ネルギーの変換と保存」「エ
ネルギー資源の有効利用」
に分けて考え、「量的・関
係的な視点」で捉えること

「粒子の存在」「粒子の結合」
「粒子の保存性」「粒子の
もつエネルギー」に分けて
考え、「質的・実体的な視点」
で捉えること

「生物の構造と機能」「生命
の連続性」「生物と環境の
関わり」に分けて考え、「共
通性・多様性の視点」で捉
えること

「地球の内部と地表面の変
動」「地球の大気と水の循
環」「地球と天体の運動」
に分けて考え、「時間的・
空間的な視点」で捉えるこ
と

3年

・風とゴムの力の働き
・光と音の性質
・磁石の性質
・電気の通り道
【いろんなパワーを見つけ
　たね】P.28～29

・物と重さ ・身の回りの生物 ・太陽と地面の様子

4年

・電流の働き ・金属、水、空気と温度
【水蒸気の力って、すごい
　な！】P.30～31
・金属、水、空気と温度
【効率的に部屋を温めよう】 
P.32～33

・人の体のつくりと運動
・季節と生物

・雨水の行方と地面の様子
・天気の様子
・月と星

5年

・振り子の運動
・電流がつくる磁力
【電磁石は身の回りでたく
　さん使われている! 】
P.34～35

・物の溶け方 ・植物の発芽、成長、結実
・動物の誕生

・流れる水の働きと
　土地の変化
・天気の変化

6年

・てこの規則性
・電気の利用
【科学の力で、電気をむだ
　なく活用しよう】
P.38～41

・燃焼の仕組み
【何を燃やしても二酸化炭
　素ができる!　地球はだい
　じょうぶ?】P.36～37
・水溶液の性質

・人の体のつくりと働き
・植物の養分と水の通り道
・生物と環境
【未来の地球を守るために】
P.42～43

・土地のつくりと変化
・月と太陽

いろんなパワーを
見つけたね

理科の導入学年である3年生で、エ
ネルギーを捉える視点の明確化が必
要であり、それぞれのエネルギーの
形を比較しながら理解する場面を設
定した。

水蒸気の力って、
すごいな！

発電方法にも直結する水が液体から
気体に状態変化する際に大きく変化
する体積に着目させる場面を設定し
た。

効率的に部屋を
温めよう

空気のあたたまり方を取り上げ、効
果的な室温管理の視点でエネルギー
資源の有効利用について考える機会
を設定している。

電磁石は
身の回りでたくさん
使われている!

電磁力を取り上げ、さまざまな場面
で利用し、活用する能力を育成する
ことを期待している。

何を燃やしても
二酸化炭素ができる!
地球はだいじょうぶ? 

燃焼によって放出される二酸化炭素
について取り上げ、環境およびエネ
ルギー資源の有効利用につながる視
点の育成を意図している。

科学の力で、
電気をむだなく
活用しよう

プログラミング教育も導入してエネ
ルギーの有効利用および制御の有効
性について考える機会を与えている。

未来の地球を
守るために

エネルギー環境問題を総合的に捉え、
SDGsにもつなげていく。

※持続可能な社会を担うエネルギ環境に関する資質・能力を獲得するために、
科学的な見方・考え方を働かせる場面を学年段階に配慮し設定した。

（太字は、授業展開例として例示があるもの）
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いろんなパワーを見つけたね
エネルギー、運動エネルギー、熱エネルギー、光エネルギー、電気エネルギーキーワード

本時の流れ 指導のポイント

導
　
入

1.　本時の学習を見通す。（5分）
・鉄が磁石に引きつけられているよ。
・磁石には鉄を引きつける「パワー」があるんだね。

1－①　たくさんの鉄（クリップなど）が、磁石に引
き寄せられる様子を演示し、力強さを感じさ
せる。

1－②　子どもにとってイメージが限定されやすい
「力」や「仕事」という言葉ではなく、広く
捉えやすい「パワー」を、本時のキーワード
とする。

展
　
開

2.　3年生で見つけた「パワー」を振り返る。（20分）
・乾電池は豆電球を光らせる「パワー」があった。
・太陽は地面を温める「パワー」があった。
・太陽は、周りを明るくする「パワー」があった。
・バッタは高く飛び上がる「パワー」があった。
・ゴムは車を走らせる「パワー」があった。
・風は車を走らせる「パワー」があった。
・音は、ものを震わせる「パワー」があった。
・僕には、粘土の形を変える「パワー」があるよ。
・3年生では、いろんなパワーを見つけたよ。

2－①　それぞれの「パワー」を視覚で振り返ること
ができるよう、動画や実物を準備しておく。

2－②　エネルギーの種類ごとに大まかに分類しなが
ら板書し、次の学習活動でのヒントとなるよ
うにする。

2－③　補助資料として副P.12～13が利用できる。

ま
と
め

3.　エネルギーとは何かを知る。（10分）
・豆電球を光らせるという仕事をするパワーが、エネ
ルギーなんだ。

・地面を温めるのは、太陽のエネルギーなんだね。

3.　「展開」の下線部を「仕事」と捉え直すことで「仕
事をするパワー =エネルギー」という概念を持
ちやすいようにする。

本時の評価：【知識・技能】エネルギーと
は仕事をする力であるということを理解で
きている。（ワークシート）

4.　身近に、エネルギーを利用した物がないか考える。
　　（5分）
・明るく照らしてくれる物は?
・温めてくれる物は?
・動いて役に立つ物は?
・それらを働かせているのが、「エネルギー」なんだね。

4.　エネルギーが利用されている日常生活の場面や機
器を想起させ、エネルギーは自分たちにとって身
近なものであると感じられるようにするとともに、
次時につなぐ。

5.　今日の学習で、わかったことや感想をまとめる。
　　（5分）

5.　ねらいに迫っている感想を紹介し、意欲づけを図
る。

ワークシート　理－●①

エネルギー教育の視点（目標）

　理科学習が始まる３年生の段階で、子どもたちが身
の回りの自然の事物や現象を「エネルギー」という視
点で捉える経験をすることは、エネルギー教育を推進
していく上で、重要な素地となると考える。「エネル
ギー」「粒子」「生命」「地球」の分野を広くカバーし、
かつ、少ない時数でも無理なく行える学習として、学
年末における振り返りという形の本単元を設定した。
　本単元では、3年生1年間の理科の学習内容を振り
返りながら、子どもたちは「エネルギー」という概念
を理解することができる。そのうえで、既習事項を振
り返ったり、身の回りの機器などを想起したりするこ
とで、さまざまな形態のエネルギーの存在に目を向け
させるとともに、その差異点や共通点を考えさせたり
（③「多様なエネルギー源とその特徴」）、エネルギー
が生活を豊かで便利なものにしていることに気付かせ
たりしたい。そのことが、子どもたちがエネルギーの
重要性に関心を持つきっかけになると考える。

単元の流れ（2時間）

1.　3年生で見つけたいろんなパワー（1時間・本時）
　・身の回りで起きているさまざまな現象を、力が働
いているという視点で捉えながら、3年生理科学
習を振り返る。

【目　標】
既習事項を振り返ったり、身の回りの機器などを想起
したりすることで、エネルギーの概念を理解する。
（知識・技能）

2.　エネルギーを探そう（1時間）
　・身の回りにある、エネルギーを利用した機器を探
し、エネルギーと生活の関わりについて考える。

　・副P.14～17に沿って進める。

問　3年生でどんな「パワー」を学んだか

まとめ

エネルギー

仕事をするパワー

◯光

かん電池

◯走

風

◯明 ◯温

太陽 バッタの足

跳ぶ

◯動

音

◯変

人の力
⇒
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○水蒸気は身近なものに使われている。
○水蒸気は、発電するための力として
　使われている。
○水蒸気のおかげで電気を使うことができ、
　自分たちの生活は支えられている。

水蒸気の力って、すごいな!
水蒸気、圧

お
し出す力、膨らます力、熱、電気製品、発電、火力発電、エネルギー変換キーワード

本時の流れ 指導のポイント

導
　
入

1.　水蒸気について振り返る。
①目に見えない。
②水が状態変化して気体になる。
③冷やすと、水に状態変化する。
④熱をもつ。
⑤水蒸気でものを圧し出すことができる。
⑥水蒸気で袋を膨らませることができる。

1.　熱することで、水が水蒸気になる過程を振り返り、
水蒸気の性質や働きをまとめる。その際、水が液
体から気体になると体積が膨張することを図で捉
えるようにする。その後、見いだした水蒸気の特
徴を使った製品があることを知らせ、水蒸気の力
について関心を高める。

2.　水蒸気の熱を利用した電気製品（スチームクリー
ナーなど）を紹介する。

2.　スチームクリーナーなどの電気製品を提示し、実
際に使用することで、水蒸気が利用されているこ
とに気付くことができるようにする。

展
　
開

3.　水蒸気の圧し出す力を生かした物を考える。（ワー
クシートに記入。）

・水蒸気は、物を膨らませることができるから、風船
を膨らませる機械になるよ。

・水蒸気が出てくる勢いで、ごみを集める機械なんて
どうかな。

・水蒸気は圧し出され空気中に広がるから、周りを湿
らす機械というのはどうかな。

・風の働きで学習した時みたいに、水蒸気が出る勢いで、
風車を動かす機械ができそう。

3.　水蒸気の力を「圧し出す」「膨らむ」「広がる」「勢い」
などをキーワードとして挙げたり、自分の考えを
前時の泡の正体を調べる実験の時の動画を繰り返
し流しておいたりすることで、子どもが自由に発
想できるようにしておく。ワークシートを活用す
ることで、個人でまとめやすくし、その後、小集
団のグループ活動にし、個人でまとめたものを練
り合うことができるようにする。

4.　考えた水蒸気を使った物を紹介し、気付いたこと
を発表する。

・水蒸気って、思った以上に使えそうだね。
・水蒸気は見えない気体で、利用することはできない
と思ったけど、こんなにアイデアがいっぱいですご
いものなんだな。

・本当に使われている物もありそうだね。

4.　水蒸気を使った物を紹介する際には、どのような
「水蒸気の力」を使ったのかをキーワードを使っ
て説明する。現実的なものと現実離れしたものを
紹介されることが予想されるが、どちらも問題解
決に向かって考え抜いたアイデアとして称揚する。

ま
と
め

5.　実際に水蒸気を利用した物を紹介する。
・水蒸気の膨らませる力で、蒸気機関車は動いていた
んだね。

・身近にある物として加湿器は、水蒸気を圧し出す力で、
空気中に水分を放出して、乾燥を防ぐものだよね。

・風車を回す力は、タービンを回す力として今も火力
発電のために使われているよ。

5.　子どものアイデアに基づいた実際に使われている
物を紹介することで、充実感をもつことができる
ようにするとともに、生活との結び付きを理解す
ることができるようにする。時間があれば、火力
発電のモデル実験を演示することにより、水蒸気
の力が電気を作っていることを、実感を伴って理
解することが期待される。

6.　本時の学習を振り返る。（ワークシートに記入）
・水蒸気は、身近な物に使われているんだ。
・水蒸気の力は、電気を作ることもできるんだ。

6.　副P.22～23を参照し、発電のしくみや作られた
電気が生活に生かされていることを理解する。

本時の評価：【知識・技能】身の回りには
水蒸気の力が使われている物があることに
気付き、自分たちの生活を支えていること
を理解している。（発言・ノート）

ワークシート　理－●②

水蒸気の力でできることを考えよう。
●水蒸気の
　特徴

水蒸気
（気体）
牛乳パック
25本分

特徴をキーワードとして使おう

グループのアイデア

グループのアイデア

グループのアイデア

グループのアイデア

グループのアイデア

グループのアイデア

ま
と
め

水蒸気

見えない

広がる

熱を持つ おし出す

水になる

ふくらむ勢い

気体になる

⇒

⇒

水（液体）
大さじ1杯

熱

エネルギー教育の視点（目標）
　本単元は、水を熱し続けたときや冷やし続けたときの温度変
化と水の様子を観察することにより問題を見いだし、水の状態
変化やそれに伴う体積変化を温度と関係付けながら追究してい
く過程を通して、水（液体）は温度の変化によって水蒸気（気
体）や氷（固体）に変わることを理解し、水の性質についての
見方や考え方をもつことができるようにすることをねらいとし
ている。 
　エネルギー教育の視点としては、水蒸気に着目する。水蒸気
は気体であり、目で見ることができない。水を沸騰させると水
蒸気となり、冷えて目に見える湯気となる。その湯気である水
の粒が小さくなり、再び水蒸気となって見えなくなる。これは
身近な現象であり、多くの子どもが家庭生活の中で目にする光
景である。しかし、目に見える湯気とは違い、水蒸気は目に見
えないため、実体がないのものとして考えている子どもは多い。
　そこで、身の回りには水蒸気の力が使われている物があるこ
とや、自分たちの生活を支えていることに気付くことで、水蒸
気についての理解を深めることができると考える。まず、スチー
ムクリーナー等の身近な物を紹介することで、水蒸気がどのよ
うに利用されているのかを予想しながら、水蒸気の力に関心を
もつ。次に、水蒸気の圧し出す力に着目させ、水蒸気の力でで
きることを考える。考えた物を紹介し合い、気付いたことを発
表する。最後に、実際に水蒸気を利用した物を紹介することで、

水蒸気の力が物を動かすために使われていることに気付くこと
ができるようにする（③多様なエネルギー源とその特徴）。また、
水蒸気が自分たちの生活を支えているものとして理解できるよ
うにすることで、水蒸気は目に見えないが自分たちの生活には
必要な物であることを感じることができるであろう。

単元の流れ（8時間）
1.　水を温めた時の変化（1時間）
　・水を温めた時の水の状態の変化について話し合う。
2.　水の温度とすがたの変化（5時間）
　・水を温め続けた時の温度と水の状態の変化との関係を調べ
る。

　・調べた結果をグラフに表して、どのようなことが言えるか
話し合う。

3.　沸騰と水蒸気（1時間）
　・水を沸騰させて、水から出てきた泡の正体を調べる。

4.　水蒸気の力（1時間・本時）
　・水蒸気の力でできることを考える。
【目　標】
活動を通して、身の回りには水蒸気の力が使われている物があ
ることに気付き、自分たちの生活を支えていることを理解する。
（知識・技能）
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板書例

ものの温まり方（空気の温まり方）
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エアコンの効率的な使い方を考えよう。

扇風機

20W

電気ストーブ

500W

うちわ

0W

エアコン
電気

電気を使う　 =

さまざまな資源を使う

限りある
資源 省エネ

石油 天然ガス 石炭

電気　で温めている。

少しでも少なく

温かい空気を
動かすことで
部屋全体を
温めている。

エコ

効率的に部屋を温めよう
暖房・冷房、熱効率、省エネキーワード

本時の流れ 指導のポイント

導
　
入

1.　エアコンでどうやって部屋が温められているのか
考え、課題を設定する。（7分）

①エアコンのしくみ
　エアコンは、温かい空気を出して、部屋全体を温め
ていることを確認する。
②課題設定
　エアコンの効率的（エコ）な使い方について考える。

1.

1－①　空気の温まり方とエアコンのしくみを関係づ
けて、エアコンも空気を動かすことで部屋全
体を温めていることを押さえる。

1－②　節電の大切さに気付かせ、課題を設定する。

展
　
開

2.　エアコンでの効率的な部屋の温め方について考え
る。（33分）

①風向きについて
　エアコンの風向きに着目し、どの向きで風を送った
ほうが速く部屋が温まるのか考え、意見を交流する。

②ほかの道具について
　エアコンと合わせて使うとより効率的に部屋を温め
ることができる道具について考え、意見を交流する。

・コロナ禍で学校現場にも普及している放射温度計や
サーモグラフィーカメラを活用することで科学的根
拠をもった指導が可能になる。ただし、これらは空
気の温度を測定できず、暖まった壁などが放出する
赤外線を感知していることに留意する必要がある。

2.

2－①　温かい空気は上にあがっていくことから、風
向きを下にして、部屋全体の空気を動かすこ
とでより早く部屋を温めることができること
を理解する。デジタル計測器（放射温度計）
などを使って、実際に、温度変化に触れさせ
てもよい。

2－②　道具のカードを使ってさまざまに意見を交流
させる。消費電力や効果の大きさなどに視点
を当て、扇風機などを使うことで部屋の空気
をより早く動かすことができることに気付か
せる。また、最近のエアコンでは、人や温度
を感知して、自動で温度を調整する機能を備
えていることに触れてもよい。W（ワット）
については電気をどれくらい使うかの理解に
とどめる。

本時の評価：【思考・判断・表現】温かい
空気は上に動くこと等、既習内容を基に、
根拠のある予想を発想し、意見交流するこ
とができているか。（発言・ワークシート）

ま
と
め

3.　省エネと環境を結び付ける。（5分）
節電することで、電気の消費を抑えることができ、限
りある資源である電力を節約することは環境にも優し
い取り組みであることを確認する。

3.
・電気を利用するまでには、さまざまなエネルギー資
源を必要としていることに触れ、（副P.32～33参
照）、節電することは環境や地球を守ることにつな
がっていることに気付かせ、節電への意識を高める。

・子どもの興味・関心に合わせて、発電方法や地球温
暖化問題ついて触れてもよい。

関
連
教
材

◆関連する展開例
◎P.52～53家庭科
　「自然をうまく利用しよう」

ワークシート　理－●③

エネルギー教育の視点（目標）

　本単元は、身の回りの金属や水、空気の温まり方を
温度の変化と関係付けて調べる活動を通して、それぞ
れの温まり方を捉えることや、既習内容や生活経験を
もとに、根拠のある予想や仮説を発想し表現する力、
主体的に問題解決しようとする態度を育てることをね
らいとしている。子どもたちは、エアコン等によって
部屋の温度を適当に保ち、快適に生活している。しか
し、どうやって部屋が温まったり冷やされたりしてい
るのか考える機会は少ない。また、効率的にエアコン
を使うことが省エネになり、環境に優しい取り組みで
あることに気付いている子どもは少ない。
　そこで、空気の温まり方を学習する本単元において、
学習した内容を実生活に生かすために、エアコンの使
い方や省エネについて理解することは、意義深いもの
である。また、友達と協力して効率的なエアコンの使
い方を考え、学校や家庭で自分が取り組める省エネ（④
省エネルギーに向けた取り組み）を実行できるよい機
会にもなると考える。

単元の流れ（10時間）

1.　金属はどのように温まるのだろう（3時間）
　・金属の温まり方を調べる。
2.　水はどのように温まるのだろう（3時間）
　・水の温まり方を調べる。
3.　空気はどのように温まるのだろう（4時間）
　・空気の温まり方を調べる。

　・エアコンの効率的な使い方について考える。
　　（1時間・本時）
【目　標】
エアコンの効率的な使い方を考える中で、既習内容や
生活経験を基に、空気の温まり方とエアコンの機能と
の関係について、根拠のある予想や仮説を発想し、表
現することができる。（思考力・判断力・表現力）

効率的に部屋を温めよう

下向き 上向き
①　風向き

②　道具

空気を動かす 電気使用量 無理なく

⇒

⇒

扇風機 電気ストーブ うちわ
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電流がつくる磁力
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5年生　理科

電磁石は身の回りでたくさん使われている!
電磁石、便利、電気製品キーワード

ワークシート　理－●④

本時の流れ 指導のポイント

導
　
入

1－①　電磁石の便利なところを振り返る。（5分）
　　　　単元を通して、「電磁石クレーン」で調べて

きた便利なところを想起する。
①電流によってON・OFFできる。
②電流の向きで極を変えられる。
③電流の強さで電磁石の強さを変えられる。
④コイルの巻数だけで強さを変えられる。

1－②　モーターのしくみについて知る。（10分）

1－①　これまでの学習を想起させ、「便利」をキー
ワードに電磁石の性質や働きをまとめること
で、生活の中にも使われているのか調べたい
という意欲をもたせる。

1－②　図などを提示し、モーターには電磁石のしく
みが使われていることをわかりやすく説明す
る。教科書に載っている場合が多い。

展
　
開

2.電磁石を利用している物を調べる。
①家庭にある電気製品について想起したり、教科書や
本などを使ったりして調べる。（30分）

・モーターが使われている物は、回るものだよね。掃
除機、ミキサー、洗濯機、扇風機、DVDプレーヤー
…たくさんありそうだよ。

・振動もそうかな。スマートフォン、スピーカー、テ
レビの音声もかな。

・自動車にはたくさん使われていそうだ。

②家庭以外でも利用されている物はないか、本などで
調べる。（20分）

・観覧車も回転しているからそうかな。
・リフティングマグネットはON・OFFを利用してい
るね。

・フォークリフトなど大きな力を出すものにも使われ
ているよ。コイルの巻数が多いのかも。

2－①　教科書や図書室の本を使って調べるよう促す。
できれば、古い掃除機などを分解して中が見
られるようにするとよい。コイルが太い導線
で何重にも巻かれている様子を見ることがで
きる。強い力を出すために、電流とコイルが
用いられていることに気付かせることで、電
磁石の便利さと結び付けて考えることができ
るようにする。

2－②　回転したり動いたりしている物という視点で
考えさせることで、想像しやくする。

・副P.14、16にある電化製品などにも電磁石が使わ
れているものが多い。電磁石がエネルギーを作り出
していることに着目させる。

・副P.22～ 26より、発電の仕組みにもモーターが使
われていることから、電磁石は生活に欠かせないも
のだという理解を深める。

ま
と
め

3－①　見つけた物を交流して、気付いたことを発表
する。（15分）

・家にある電気製品のほとんどには、電磁石が使われ
ている。やっぱり便利だね。

・家以外でも、電磁石はたくさん使われていて、豊か
な生活を支えている。

・力を強くするために、コイルをたくさん巻いている。
電気をむだ遣いしなくてすみそう。

3－②　振り返りをおこなう。（10分）
・こんなにたくさん使われているんだね。
・家に帰ったら実際に調べてみたいな。

3－①　見つけた物や気付いたことを板書に位置づけ
る。「便利」、「必要」、「豊かな生活」などの
言葉に着目させ、まとめへとつなげる。

本時の評価：【知識・技能】身の回りには
電磁石が使われている物がたくさんあるこ
とに気付き、自分たちのくらしが電磁石に
よって便利で豊かになっていることを理解
しているか。（発言・ワークシート）

3－②　これまでにわかったことやできるようになっ
たことを振り返らせることで、今後の家庭学
習へとつなげる。

エネルギー教育の視点（目標）

　本単元は、電流の大きさや向き、コイルの巻数など
に着目してこれらの条件を制御しながら、電流がつく
る磁力を調べる活動を通して、それらについての理解
を図り、観察、実験などに関する技能を身に付けると
ともに、主に予想や仮説を基に、解決の方法を発想す
る力や主体的に問題解決しようとする態度を育成する
ことがねらいである。
　電磁石には、「ON・OFFできる」こと、「極を変
えられる」こと、「磁力を変えられる」ことという、
永久磁石にはない便利さがある。単元を通して、電磁
石クレーンをつくる活動を通して、この便利さを実感
させたい。また、その電磁石がモーターなどとして身
近に多く使われており、生活になくてはならないもの
であることから、電流が生み出す磁力への可能性に気
付かせたい。
　このような学習が、発電所のしくみ（③「多様なエ
ネルギー源とその特徴」）や電気の有効活用（④「省
エネルギーに向けた取り組み」）について学ぶ際の素
地となる。

単元の流れ（12時間）

1.　電磁石クレーンをつくって性質を調べる（5時間）
　・永久磁石と電磁石を比較して、その特徴を調べる。
　・電流によってON・OFFができる…
　　［板書例］便利①
　・電流の向きを変えると極を変えられる…
　　［板書例］便利②
2.　電磁石の強さを変えられるか調べる（5時間）
　・電流の大きさによって強さが変えられる…
　　［板書例］便利③
　・電流を変えなくてもコイルの巻数で強さが変えら
れる…［板書例］便利④→節電

3.　身近に電磁石があるか調べる（2時間・本時）
【目　標】
身の回りの電気製品を調べる活動を通して、その多く
に電磁石が使われていることに気付き、自分たちのく
らしが電磁石によって便利で豊かになっていることを
理解する。（知識、技能）

身の回りで電磁石は使われているのかな。

家庭や工場などで電磁石がたくさん使われている。生活に必要だ。

電磁石の　ここが便利！
①ON・OFF
②極を変えられる
③強さを変えられる
④巻数でも→節電！

●モーターの
　しくみ

は児童の発言を板書する

掃除機

フォークリフト

扇風機ミキサー

観覧車 リフティングマグネット

便利

必要

豊か



37

36

板書例

燃焼の仕組み

6
年
生
　
理
　
科

6
年
生
　
理
　
科

6年生　理科

❸
多
様
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
そ
の
特
徴

❹
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
向
け
た
取
り
組
み

❷
地
球
温
暖
化
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題

❶
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
安
定
供
給
の
確
保

何を燃やしても二酸化炭素ができる!　地球はだいじょうぶ?
二酸化炭素、地球温暖化、火力発電、省エネキーワード

ワークシート　理－●⑤

エネルギー教育の視点（目標）

　本単元では、空気の変化に着目して、物の燃え方を
多面的に調べる活動を通して、燃焼のしくみについて
の理解を図り、観察、実験などに関する技能を身に付
けるとともに、主により妥当な考えをつくりだす力や
主体的に問題解決しようとする態度を育成することが
ねらいである。
　物が燃えることにより、酸素の一部が使われ、二酸
化炭素になるという質変化について学んだあと、さま
ざまな植物体を燃やして空気の変化を調べる活動をお
こなう。何を燃やしても二酸化炭素が出されることか
ら、地球温暖化に着目させたい（②「地球温暖化とエ
ネルギー問題」）。ここから、火力発電の問題点（①「エ
ネルギーの安定供給」）に気付かせ、自分たちにでき
ることを考えさせたい（④「省エネルギーに向けた取
り組み」）。

単元の流れ（10時間）

1.　空気の流れと燃え方（4時間）
　・瓶の中でろうそくを燃やすと、消えてしまうこと

から、燃やし続けるにはどうしたらよいか考える。
　・ろうそくを燃やし続けるために、瓶のふたや底を
外すなどの工夫をする。

　・燃やし続けるためには、空気の出入りが必要であ
ることを図などに表してまとめる。

2.　空気の変化と燃え方（4時間）
　・瓶の中に入る空気と出る空気に違いがあるのか調
べる方法を考える。

　・空気の組成を知り、どの気体に燃やす働きがある
か調べる。

　・石灰水や気体検知管を使って、燃やす前の空気と
燃やした後の空気を調べる。

　・ろうそくが燃えるとき、瓶の中で空気がどのよう
に変化していたのかを図などに表してまとめる。

3.　さまざまな物を燃やしたときの変化（2時間・本時）
【目　標】
何を燃やしてもろうそくと同じように酸素の一部が使
われ、二酸化炭素が出されることから、地球温暖化や
火力発電の問題点に着目し、自分たちにできることを
考えることができる。（主体的に学習に取り組む態度）

本時の流れ 指導のポイント

導
　
入

1－①　前時までに調べたろうそくを燃やしたときの
空気の変化は、ほかの物を燃やしたときも同
じであるのか予想し、実験方法を考える。（10
分）

・物によって違うかもしれない。
・どれを燃やしても酸素が使われて二酸化炭素が増え
そうだ。

・石灰水や気体検知管で調べればわかるね。
1-②さまざまな物を燃やして、空気の変化を調べる。
　　（15分）
・石灰水が白く濁った。やっぱり二酸化炭素が出てい
るね。

・気体検知管で調べると、ろうそくのときと同じよう
な変化だった。

・こんなに二酸化炭素が出たら、環境に悪いのではな
いかな。

1－①　これまでの経験を引き出し、燃焼と空気の変
化について予想を立てられるようにする。燃
やす物は、わりばし、かみ、綿の布、乾燥し
た草など、植物由来のものにすることで、有
害物質や悪臭の発生を防ぐとよい。

　　　　予想を基に実験方法を考える。このほかに、
　　　　気体のデジタルチェッカーなども考えられる。

1－②　燃やす物を針金の先に固定し、火
をつけてから集気瓶の中に入れ、
ふたをして燃やす。火が消えたら、
計画した方法で気体の変化を調べ
る。下の方で燃やすことで、燃え
やすく、気体の変化が見られやす

　　　　い。数値はそろっていなくてよい。どの実験
でも二酸化炭素が増えることがわかればよい。
実験結果から環境への影響に着目させる。

展
　
開

2.　二酸化炭素と地球温暖化の関係を考える。（20分）
①火力発電と二酸化炭素の発生について知る。
・燃料には、石油、石炭、天然ガスなどが使われているね。
・火力発電では、たくさんの二酸化炭素が出るという
ことだね。
②地球温暖化のしくみと影響について知る。（10分）
・二酸化炭素の排出で、地球温暖化が起こる。
・地球温暖化は環境に悪い影響を与えるよ。
・このまま火力発電が多いと、大変だ。

2－①　副P.22、34～35の資料を提示し、火力発電
の燃料や二酸化炭素の排出について調べられ
るようにする。

2－②　副P.44～45の資料を提示し、地球温暖化が
起こるしくみや、その影響に

　　　　ついて調べられ
　　　　るようにする。

3.　地球温暖化に対する取り組みについて考える。
　　（15分）
・再生可能エネルギーや原子力を利用した発電もある
んだね。

・ガソリンを使わないクリーンエネルギー自動車も普
及してきているんだね。

3.　副P.46～47の資料を提示し、地球温暖化を防ぐ
ために、さまざまな試みがおこなわれていること
を調べられるようにする。身近な取り組みや、世
界的な取り組みなどさまざまな面を板書に位置付
ける。

ま
と
め

4.　自分たちにできることを考える。（20分）
・節電することで、発電量を少なくできれば、二酸化
炭素の排出を減らせる。

・物を大事に使うことも、二酸化炭素の排出を抑える
ことにつながるのではないかな。

4.　これまでの学習を振り返り、自分にできることは
何か具体的に考えられるようにする。

本時の評価：【主体的に学習に取り組む態
度】地球温暖化や火力発電の問題点に着目
し、自分たちにできることを考えることが
できたか。（発言・ワークシート）

他の物を燃やしても
空気は同じように
変化するのかな。

こんなに二酸化炭素が
出てだいじょうぶ？

何を燃やしても酸素の一部が
使われる⇒

二酸化炭素が出る

紙

布

木

・海面上昇
・生態系へ影響
・異常気象
・健康被害

・火力発電以外で
・パリ協定
・COP26
・SDGs
・節電
・エコライフ

二酸化炭素が
出る⇒

地球温暖化

対策が必要！

自分で世界で
できることをしていこう！

火力発電
・石油
・石炭
・天然ガス

燃やす

⇒

宇宙に
にげる熱

太陽からの熱

温室効
こう か  

果ガスが
ふえる

●異
 いじょうきしょう
常気象や

　気
  き こう
候の変

へん か 

化など

●農地の減
げんしょう
少・

　砂
  さ ばく
漠化など工場

自動車

地球に
もどる熱

●
　
　

住
じゅうたく
宅

海面が上
じょうしょう
昇し

ひくい土地が
水
すいぼつ
没する
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科学の力で、電気をむだなく活用しよう
電気をむだなく活用する、生活との関連、プログラミングキーワード

エネルギー教育の視点（目標）

　本単元では、電気の量や働きに着目して、それらを
多面的に調べる活動を通して、発電や蓄電、電気の変
換についての理解を図り、観察、実験などに関する技
能を身に付けるとともに、主により妥当な考えをつく
りだす力や主体的に問題解決しようとする態度を育成
することがねらいである。
　本単元では、身近な地域のエネルギー事情の学習や、
これまでの理科での電気の学習を想起し、科学の力で
電気をむだなく活用したいという目標をもつ（②「地
球温暖化とエネルギー問題」、③「多様なエネルギー
源とその特徴」）。自分たちの手で発電したり蓄電した
りした電気を使う中で、この目標が達成されていたか
を振り返りながら学習を進める。例えば、光電池と手
回し発電機での発電を比較することで、どちらも電気
を蓄えるものがないと電気がむだになってしまうこと
に気付く。そして、どんなに工夫しても熱にはたくさ
んの電気が必要であることから、プログラミングでセ
ンサーを工夫しながら、実際に生活に役立てられる節
電の方法を考える（④「省エネルギーに向けた取り組
み」）。

単元の流れ（14時間）

1.　くらしの中の電気を見直し、電気をつくって使う
　　（5時間）

　・くらしの中の電気を見直し、学習の目標をつくる
　　（本時①）
【目　標】
地域のエネルギー事情を学んだり電気の学習を想起し
たりする活動を通して、地震などで停電したときも、
自分たちにできることはないかと考え、電気をむだな
く活用したいという目標をもつことができる。（主体
的に学習に取り組む態度）

　・光電池や手回し発電機で発電して使う。
　・光電池と手回し発電機を比べて、電気をむだなく
使うための方法を考える。

2.　電気をむだなく使うために、電気を蓄えて使う
　　（5時間）
　・発電した電気をコンデンサーに蓄えて使う。
　・蓄電の条件を工夫して電気をむだなく使う方法を
考える。

　・働かせるものを変えて電気をむだなく使う方法を
考える。

3.　電気をセンサーで制御するプログラミングをおこ
なう（4時間）

　・身の回りのセンサーを想起する。
　・プログラミングでライトをつける。

　・プログラミングを見直し、改善する（本時②）
【目　標】　
これまでに作成したプログラムを交流する活動を通し
て、電気がむだなく活用されているかという視点で見
直し、改善することができる。
（思考力・判断力・表現力）

◆プログラミング教育について
　文部科学省では、プログラミング的思考力について、次
のように述べている。
　自分が意図する一連の活動を実現するために、どのよう
な動きの組合せが必要であり、一つ一つの動きに対応した
記号をどのように組み合わせたらいいのか、記号の組合せ
をどのように改善していけばより意図した活動に近付くの
かといったことを論理的に考えていく力。
　また、本単元では、プログラミングの扱いについて、次
のように述べている。
　身の回りには、温度センサーなどを使って、エネルギー
を効率よく利用している道具があることに気付き、実際に
目的に合わせてセンサーを使い、モーターの動きや発光ダ
イオードの点灯を制御するなどといったプログラミングを
体験することを通して、その仕組みを体験的に学習すると
いったことが考えられる。
　さらに、小学校段階におけるプログラミング教育の在り
方について、
①「プログラミング的思考」を育むこと
②情報社会がコンピュータ等の情報技術に支えられている
ことに気付くこと
③コンピュータ等を活用して問題を解決したり、よりよい
社会を築いたりしようとする態度を育むこと
④各教科等の学びをより確実なものにすることとしている。
　これらのことを実現するために、本単元でのプログラミ
ング教育を計画した。
◆プロジェクト学習について
　プロジェクト学習（Project Baced Leaning〈PBL〉）
は、ジョン・デューイの問題解決学習（Problem Baced 
Learning）から発展して1980年代くらいに医学教育か
ら提唱された学習方法である。子どもが発想した問題、つ
まりプロジェクトの解決に向かい、学習を進めていく。プ
ロジェクト学習では、学習を進める際、算数科や家庭科な
どの他の教科の知識や技能、思考などとの融合が必要とな
る。
　これらのことから、電気の利用の学習を総合的に捉え、
プログラミング教育の目的を実現する観点から、本単元で
は、プロジェクト学習を取り入れている。子どもは、自分
たちで作ったプロジェクトの実現に向かい、電気をつくっ
たり蓄えたり使用したり、プログラミングを行う。実際に、
学習を進めていく際、総合的な学習の時間の「私たちとエ
ネルギー」や、算数科の「データの見方」、家庭科の「快
適な住まい方」などの学習との関連を図る様子が見られた。
◆地域のエネルギー事情との関連について
　本単元では、北海道胆振東部地震でのブラックアウトの
経験、総合的な学習の時間に学んだ「北海道のエネルギー」
の経験、これまでの電気学習の経験から、「停電になって
も自分たちの力で何とかできないか」という思いを醸成し
た。そこから、子どもと、「電気を無駄なく活用して豊か
な生活を目指そう」というプロジェクト（PMXと命名）
を決め、その達成に向かい学習を進めた。その記録を基に

展開案を示している。
　地域や学校の実態に応じ、本時①で示す内容や、子ども
と作るプロジェクトの内容を検討していただきたい。
◆教材について
　プログラミングに関わって様々な教材が開発されている
ので、学校の実情やタブレット等の仕様に合わせて選択す
るとよい。今回は、次のような教材を用いた。
 ・プログラミングキット　MESH（SONY）
 ・コンデンサー付きスイッチ（入力・出力切り替え）
　（ウチダ）
 ・タブレット端末（児童機10台、教師機1台）
　（Windows10）
 ・手回し発電機、発光ダイオード、電球台　各10セット
 ・ホワイトボード、マーカー、
 ・センサータグマグネット（手作り）
　図は、本時②で、あるグループが作ったプログラムであ
る。子どもと考えた設定は、「玄関の入り口にセンサーを
つけるとしたら」というものである。プロジェクトの達成
に向けて、「どのセンサーをどこに使えば」「どのような
ロジックや組み合わせをすると」、電気を無駄なく使えて、
豊かな生活が実現できるか（PMX）について検討している。
　学校によって使う教材が違うことで、進め方は異なると
考えられるが、子どもとともに、作ったプログラムがプロ
ジェクトに対して妥当かどうかを検討することは、第6学
年の理科の学習として重要であると考える。本時②の板書
例は、この様子を示したものである。

 ・人感センサーと動きセンサーを “And” でつなぐ
→両方感知しないと働かないようにして誤作動を防ぐ（電
気を無駄なく）

 ・「タイマー」機能で、消えるようにしている。しかし、
すぐにいなくなると電気が無駄なので、スイッチでも消
せるようにしている（電気を無駄なく）

 ・入るときに「カメラ」機能を使って防犯の役割も持たせ
ている（豊かな生活）
などを学級全体で吟味している。

（参考）
文部科学省（2017）「小学校学習指導要領（平成29年告示）
解説　総則編」
文部科学省（2017）「小学校学習指導要領（平成29年告示）
解説　理科編」
文部科学省「小学校プログラミング教育の手引き」（第三版）
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◎本時①の流れ ◎本時②の流れ
本時の流れ 指導のポイント

導
　
入

前時までに、電気をむだなく使うために、プログラミ
ングで働きを制御する方法を学び、玄関を想定して完
成をめざしている。音や扇風機などさまざまな機能を
試し、拡張している段階である。

1.　グループでつくったプログラムを交流する。
　　（20分）
・家に入ったとき音を鳴らして知らせるしくみにした
よ。

・温度センサーを使って扇風機も動かせるようにした
よ。

・一人一人の生活に合わせて点灯時間を変えたよ。
・いい工夫だけど…電気をたくさん使いそう。

1.　これまでのプログラムを交流し、「むだなく活用
する。」という目標に立ち戻らせることで、自分
たちのプログラムを見直す必要を生む。

展
　
開

2.　自分たちのプログラミングを見直す。（10分）
・ついたり消したりしすぎてもむだだよ。
・冬だし、扇風機は要らないと思う。
・センサーをつける場所を工夫したい。
・ライトがついた後5秒で消える設定にしたけど、早
く消したいときの設定も考えよう。

・誤作動を防ぐために、センサーが同時に感知しない
と働かない設定にしよう。

・もっと効率よくしたいな。

2.　ホワイトボード上で何を整理するかタグを操作さ
せることで、グループで合意を形成しながらタブ
レット上に表現できるようにする。

　　実際の生活を想起させながら、何を意図している
か、何が足りないか、どんな手順が必要かなど、
プログラミング的思考や表現が進むよう支援する。

ま
と
め

3－①　できたプログラムを交流する。（10分）
・タイマーを使うとむだがないんだね。
・いろいろな人に対応できるのがいいね。
・その工夫を取り入れたいな。

3－②　振り返りをおこなう。（5分）
・電気をむだなく活用することができたね!

3－①　できたプログラムを全体で共有することで、
　　　　相互評価を促し、互いの工夫に気付き、今後

に生かせるようにする。

本時の評価：【思考・判断・表現】電気が
むだなく活用されているかという視点で見
直し、改善することができる。（行動・ホ
ワイトボード）

3－②　振り返りでは自己評価を促すことで、目標の
達成を自覚させる。

ワークシート　理－●⑥ ワークシート　理－●⑦

本時の流れ 指導のポイント

導
　
入

1－①　地域のエネルギー事情について知る。（5分）
・火力発電が多くて環境に悪いな。
・数年前のように停電になったらどうしよう。
・さまざまなエネルギーを組み合わせる工夫もある。
1－②　電気の学習を想起する。（5分）
・電気を得る物には、乾電池、電源装置があった。
・電源装置はコンセントで発電所と繋がっている。
・電気を使う物には豆電球やモーターなどがある。

1-①　　総合的な学習の時間や行事などでエネルギー
について学習している場合は、想起させるこ
とで、生活の中のエネルギーに着目させる。

1-②　　発電のしくみが、ソーラーパネルかタービン
を回すかのどちらかであることから、光電池
と手回し発電機を提示する。

展
　
開

2.　光電池をさまざまな物につないで、働くか調べる。
（25分）

・光をたくさん当たるようにすると、電子オルゴール
がなったよ。

・光電池を何枚かつないだ方が、モーターが速く回る
ね。

・豆電球は、光電池をたくさん繋がないと光らない。

2.　光電池を使う学習が初めてであるので、自由に試
させる時間が必要である。天気のよい時間を選ん
でおこなう。

　　さまざまな工夫を価値付け、物による働きの違い
や、働きの変化に気付かせるようにする。

※豆電球は、次に手回し発電機を使う時と同じ2.5V
　0.3Aのものを用意する。電熱線は次の時間以降に
扱う（光電池では熱くならないことがわかる）。

ま
と
め

3.できたことを交流し、単元の目標をつくる。（10分）
・光電池で発電して、光や音、動きに変えることがで
きた。

・停電になった時も、昼なら使えそうだ。
・熱は使えなかった。発電の仕方を工夫したい。
・できるだけ節電して使う方がいいよね。
・これから、科学の力で、電気をむだなく活用する方
法を考えていこう。

3.自分の手で発電した電気を使うことができたこと
や、発電の仕方を工夫することによって、つくられ
る電気を調節できそうだという見通しをもたせるこ
とから、本単元でめざす目標を学級で決める。
　（例）・電気を賢く活用プロジェクト
　　　・電気をむだなく使って豊かなくらしに　など

本時の評価：【主体的に学習に取り組む態
度】停電時に自分たちにできることはない
かと考え、電気をむだなく活用するために、
具体的な目標をもつことができたか。（発
言・ワークシート）

ホワイト
ボード

板書例

自分で発電して、電気をむだなく活用する方法を探っていこう。

◎本時①の流れ

北海道のエネルギー 電気の学習

発電方法
◯火力・石炭→多い
◯天然ガス→増えてきた
◯再生可能エネルギー→少し
◯原子力→なし
●組み合わせている企業もある

胆振東部地震…ブラックアウト⇒

冬に起こったら大変だ！

・枚数
・光の当て方

少し
光った

鳴った！

動いた！

●供給する
 ・乾電池
 ・電源装置　 　   ⇒

　コンセント　 　   ⇒

　  発電所

●使う
・豆電球
・モーター
・電磁石

 ・火力、原子力
　→回して発電
 ・太陽光
　→光電池で発電

電気の
はたらき 熱光 動き音

板書例

ブログラムを交流→プロジェクトが達成できたかな？

◎本時②の流れ

確
実
に

むだ
なく

むだなく　防犯

ゆたか

シンプル

自動
入
る

条件を
決めて
And
ドア
床

8班

2班

3回
リセット
＝

むだなく
豊かに

ゆたか
◯音省電力

6班

5班　通知

自分

出
る

7班

4班

防犯とって

むだなく

声3班　防犯

1班　セキュリティ

出るバージョン

消毒液

ふんだら

写真

さみしくないように

できた!!

どっちも

豊かな便利な生活

電気をむだなく

ゆたか And ◯◯
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未来の地球を守るために
地球環境、エネルギー資源、ライフスタイルキーワード

ワークシート　理－●⑧

エネルギー教育の視点（目標）
　本単元では、生物と水、空気および食べ物との関わりに
着目して、それらを多面的に調べる活動を通して、生物と
持続可能な環境との関わりについて理解を図り、観察、実
験などに関する技能を身に付けるとともに、主により妥当
な考えをつくりだす力や生命を尊重する態度、主体的に問
題解決しようとする態度を育成することがねらいである。
　これまでに、生物と水及び空気の関わりや、食べ物を通
した生物同士の関わりについて、観察や実験を通して学習
している。ここでは、これまでの学習を基に、学習した人
間と地球環境との関わりをまとめる活動を通して、現在の
自分の関わりを見直し、未来の関わりの在り方について考
える。空気や水、エネルギー資源、食べ物、動物や植物を
視点として多面的に地球環境について考えることで（②「地
球温暖化とエネルギー問題」、③「多様なエネルギー源と
その特徴」）、よりよいライフスタイルの在り方を検討する
ことができる姿をめざす（④「省エネルギーに向けた取り
組み」）。

単元の流れ（8時間）
1.　人と環境との関わり（2時間）
　・人は空気や水などの環境とどのように関わり、どのよ

うな影響を及ぼしているかを調べ、まとめる。
2.　環境を守る（2時間）
　・環境を守るための工夫や努力について調べ、まとめる。
3.　環境の変化に対応する（4時間）
　・自然災害による影響を小さくするための取り組みにつ

いて調べたり考えたりする。
　・人が地球でくらし続けるために、自分たちでできるこ

とを考える。
　・SDGsについて知り、持続可能な開発目標の中で、そ
の目標を達成するためにできることを考える。

　・調べたことを発表し合い、人と環境の関わりについて
まとめる。（1時間・本時）

【目　標】
調べたことや生活経験を基に、人が地球でくらし続けるた
めに、自分たちでできることについて考え、より妥当な考
えをつくりだして表現することができる。
（思考力、判断力、表現力）

調べたことを交流して、未来の地球について考えよう。

現在 未来

本時の流れ 指導のポイント

導
　
入

1.　これまでに調べた人が環境に及ぼす影響について
発表し合う。（15分）

①〈空気・水〉への影響
・物を燃やして、二酸化炭素を排出している。
・生活排水によって、水質汚染が進む。
②〈エネルギー資源〉への影響
・化石燃料を使って、残り少なくなっている。
③〈食べ物〉への影響
・食材は外国に頼っている。
④〈動物や植物〉への影響
・地球温暖化で、生態系が変わってきた。
・森林開発で、動植物が減っている。

1.　前時までに調べたことを発表し合う場を設ける。
四つの視点に類分けして整理し、問題点を生活と
結び付けながら明確にする。

　　互いの発表を聞き合う中で、新たに気付いたこと
などをワークシートに記入させ、共有できるよう
にする。副P.40～45も参考にする。

展
　
開

2.　これまで調べてきた環境を守る工夫について発表
する。（15分）

①〈空気・水〉を守る工夫
・二酸化炭素を排出しない自動車の開発。
・微生物を使って水をきれいにしている。
②〈エネルギー資源〉を守る工夫
・化石燃料を使わない発電の開発。
③〈食べ物〉を守る工夫
・自給率を上げる取り組み。
④〈動物や植物〉を守る工夫
・国立公園など動植物を守る取り組み。

2.　前時までに調べた環境を守る取り組みについて発
表し合う場を設ける。問題点に対応させながら、
整理する。具体的な取り組み例を紹介できるよう
資料を用意する。副P.30～31も参考にする。また、
自然災害と環境を守る取り組みについても扱う。

ま
と
め

3.　未来にできることを考える。（15分）
・SDGsの中で、自分にできることを決めてやってい
こう。

・LEDなど、消費電力が少ない物を使おう。
・できるだけ地元のものを食べよう。
・植樹や川の清掃活動に参加しよう。
・むだを見直して、生活習慣を変えよう。
・自分だけではなく、家族など周りの人にも知らせて
いこう。

・ずっと続けていくことが大切だね。

3.　交流を通して、自分ができることを考える場を設
ける。実際に実現可能であるかを全体で吟味し、
そのために必要なことについて具体的に考えられ
るようにする。

　　スローガンに終わらずに、具体的な行動目標とな
るように助言する。副P.48～61も参考にする。

本時の評価：【思考・判断・表現】人が地
球でくらし続けるために、自分たちででき
ることについて考え、より妥当な考えをつ
くりだして表現することができたか。
（発言・ワークシート）

（出所）気象庁資料を基に作成

◎世界の平均気温の変化

1900 1920 1940 1960 1980 2000 2020（年）

（℃）

　　：各年の平均気温の基準値からの偏差（基準値は1991 ～ 2020年の30年平均値）
　　：長期的な変化の傾向。
※トレンド＝0.73（℃/100年）

－1.5

－1.0

－0.5

0.0

0.5

1.0

◎空気・水 → ・二酸化炭素排出 ・エコカーの開発 ・川の清掃

◎エネルギー資源 → ・化石燃料なくなる ・発電の見直し ・節電

◎食べ物 → ・自給率低い ・地産地消 ・地元のものを食べる

◎動物や植物 → ・生態系の変化 ・環境保護活動 ・植栽活動に参加

⇒
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〈 家庭科におけるエネルギー教育の位置づけ〉
　家庭科は、日常の生活に即つながっており、社会の
変化に対応させやすいという教科特性がある。
　家庭科には、A.家族・家庭生活、B.衣食住の生活、
C.消費生活・環境という3つの領域がある。エネル
ギー教育は、主としてB.衣食住の生活とC.消費生活・
環境の2領域（5内容）で実践することができる。
　A.家族・家庭生活に直接関わる内容はないが、地
域として環境を守る取り組みや消費生活の仕組みなど
の内容でB・C領域と関連付けて学習することができ
る。

〈家庭科におけるエネルギー教育の指導ポイント〉
　家庭科の学習がはじまる第5学年までに科学的な理
解や社会的な理論などを理科や社会科では学んでい
る。家庭科では、これらの内容も踏まえ、家庭生活に
おいて実践できる力を養うことが中心となる。 ここ
で “エネルギー教育” という独立した取り上げ方をす
るのではなく、現在の学習内容で指導者がエネルギー
教育の視点をもって取り組むことが学習者にとっても
自然な学びとなる。
■生活の中の事象について学ぶことで、根底にエネル
ギー・環境問題が存在することに気付き、課題の発
見や実証、課題の解決に向けての行動を自身の生活
に基づいておこなうことができる力の育成　
■エネルギー・環境問題について、ライフスタイルを
基に自然科学・社会科学の両面から総合的に考え実
践する場面の設定

家庭科におけるエネルギー教育の概要

家庭科のねらいとエネルギー教育の関連性
指導計画を立てるときの留意点

2年間の単元の流れと本時の位置づけ

　めざす児童の姿　　
学校でとりくんだことを切り口に、自分の家庭での生活に 

　　　　　　　　　目を向け、自身のライフスタイルを考えられるようになる。

　【ほうれんそうのおひたし】では、ため水洗いやふ
たをしての加熱など、水や燃料の使用量を減らすこと
を主に扱っている。「青菜をゆでる」という基本的な
活動を通して、食材をできるだけむだなく活用するこ
と（㋐）、燃料となるガス・電気の使用量を減らすこ
と（㋑）に目を向けられるようにした。同じ題材で社
会科（第5学年）の食糧輸送とかかわって、「地産地消」
を取り上げ、輸送エネルギーを中心に扱うこと（㋔）
もできる。この場合、地元産（できるだけ近隣）と他
地方（できれば遠方）産の青菜を取り上げ、出荷から
販売・購入までの日数や経路に目を向けさせる。旬の
野菜を使わない場合は、ハウス栽培などによるエネル
ギー消費があることにもふれることで、子どもたちに
とって実生活のものとして意識させることができる。
　【情報をくらべて買い物をしよう】では、さまざま
な情報を比較する「商品の買い物」のシミュレーショ
ンを通して、自分のライフスタイルを大切にしながら
可能な範囲で環境に配慮した消費活動をおこなうこと
（㋔）に目を向けられるようにした。ここでは、必ず
しも環境に配慮した商品を選択することが正しいので
はなく、購入に必要な情報を活用し、身近な物の選び
方、買い方を考え、工夫することをめざす。消費者自
身のライフスタイルを見直し、最も良い選択ができる
ようにすることが大切である。
　【自然をうまく利用しよう】では、「通風・換気、採
光」を中心としてとりあげた「快適な住まい方」の学
習を通して、エアコンによる室内環境の調整だけでな
く、自然（日光・通風）を活用した快適な住まい方づ
くりができること（㋒）に目を向けられるようにした。
　今回は、日光による室内環境の調整のみを取り上げ

ているが、服装の調節と合わせて取り入れることや地
域の気候に合わせて調整することなどをとり入れると
良い。今回、取り上げていない内容は、以下のように
取り上げると良い。
㋓　資源や環境に配慮した物の製作
　布をむだなく使うことは、作業効率とも関連する。
布を端から使うと、裁断する辺が減り、さらに余りの
部分もまとまった量となり、他の作品がもう1つ作れ
る場合がある。子どものつくりたい気持ちも活かしな
がら気付かせることが大切である。
　生活を豊かにするための布を用いた製作をおこなう
際、材料に家庭内の不用品を活用することが考えられ
る。一般的に「リメイク」と呼ばれている。図画工作
でも空き箱を活用して作品をつくることがあるので、
子どもたちにとってはこれまでの活動の延長となるで
あろう。ここで指導者が大切にしたいことは、つくっ
たものが実生活で活用できるものとなるようにするこ
とである。
㋔　資源の保護に目を向けた消費についての学習
　現代の生活では、何をするにも何らかの消費活動が
必要となる。また、生活をする上では、必ず廃棄する
ものが出る。購入する時から廃棄することを考える必
要はないが、購入してすぐに不要となる包装について
は考えさせやすいだろう。
　ここでは、容器包装がどのようになっているのかに
目を向けさせたり、レジ袋有料化と関連付けて考えさ
せたりすることができる。同様に、使用後のものがど
のように処理されるのかを第4学年の「ごみの始末」
と関連させて自分ならどのように処理するのかを考え
させたい。

B.　衣食住の生活
　◎食 生 活…省エネルギー、省資源の必要性の
　　　　　　　理解→買い物、調理、食事、後片
　　　　　　　づけ。
　◎衣 生 活…季節や状況に応じた日常着の快適
　　　　　　　な着方。
　◎住 生 活…季節の変化に合わせた生活の大切
　　　　　　　さや住まい方についての理解。
C.　消費生活・環境
　◎消費生活…上記に関連付けて学習することが
　　　　　　　できる。
　　　　　　…環境に配慮したむだのない買い方
　　　　　　　やものの活用。
　◎環　　境… 独立して取り上げることもできる

が、家庭科では、主として「B.衣
食住の生活」の内容と関連付けて
学習することが効果的である。

●学習活動と学習場面の例

㋐食材をむだなく使う調理実習  ・野菜や煮干しをできるだけ丸ごと使うと食品の廃棄が減る ゆでる調理
【ほうれんそうのおひたし】
P.46～47㋑エネルギー（燃料・水）をむだなく使う調理実習  ・ふたをして湯を沸かすと燃料の使用量が減る

 　（水の蒸発も抑えられる）

㋒季節や状況に応じた衣服の着方や
　住まい方についての学習

 ・衣服内気候（重ね着・通気性の良い服）の工夫で調整でき、
　冷暖房の使用を抑えられる
 ・日光や通風・換気など自然の利用による室内環境の調整が
　できる

自然を利用した快適なくらしの工夫
【自然をうまく利用しよう】
P.52～53

㋓資源や環境に配慮した物の製作  ・布をむだなく使う作品づくり
 ・使わなくなった布、衣服を使った作品づくり

㋔資源の保護に目を向けた消費についての学習

 ・商品の情報（表示・マーク）を的確に活用する
 ・不用品の活用、ごみの減量
 ・必要量の買い物を心がける
 ・詰め替え品、再利用品の活用
 ・地産池消による輸送エネルギーの抑制

身近な物の選び方
【情報をくらべて買い物をしよう】
P.48～49
【持続可能な食生活について考えよう】
P.50～51

（太字は、授業展開例として例示があるもの）
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ほうれんそうのおひたし
ガス（電気）使用量、ため水、火力、洗剤の使い方、排水処理キーワード

ワークシート　家－●①

エネルギー教育の視点（目標）
　この題材では、 調理器具や加熱器具を適切に使用して食材を
加熱調理することをねらいとしている。加熱する時には、火力
やなべのふたの有無によってエネルギー使用量を減らす工夫が
できることが考えられる。
　また、食材（野菜）や調理器具・食器などの洗い方を工夫す
ることでも、水や洗剤の使用量が変わる。温野菜を調理する場
合には、切り方の工夫によっても加熱時間が変わる。今回は、
鍋で野菜をゆでる時に加熱の方法を変えることでエネルギー使
用量が変わることを実験によって確かめる。水の量を変えるこ
と、鍋にふたをすること、適切な火力にすることによって、エ
ネルギーの使用量を変えることができることを示す。
【知識・技能】水や燃料の消費量が調理の方法によって変わる
ことを理解して調理が適切にできる。
【思考力・判断力・表現力】エネルギーの消費を工夫するため
にどうしたらよいかを考え実践する計画を立て、表現するなど
して課題を解決する力を身につけている。
【主体的に学習に取り組む態度】自分の生活においてエネル
ギーの消費を意識して調理やそのほかの活動を実践しようとし
ている。

単元の流れ（10時間）
1.　調理器具の使い方（1時間）
　・調理器具の名称や使い方、身支度の仕方などを知る。
2.　加熱調理の仕方（8時間）
　①ガスコンロ（IHクッキングヒーター）の使い方を知り、
　　 湯をわかす。（1時間）
　②ゆで卵の作り方を知り、 固ゆで卵を調理する。（2時間）

　③ほうれんそうのおひたしの作り方を知り、 調理する。
　　（2時間・本時1/2、2/2）
【目　標】
水や燃料の消費量が調理方法によって変わることも理解しなが
ら青菜のおひたしを適切に調理することができる。（知識・技能）

　④ゆで野菜のサラダを野菜の切り方やゆで方を考えて調理す
る。（3時間）

3.　よりよい加熱調理の方法について考える。（1時間）
　・いろいろな加熱の仕方についてまとめ、目的に合った方法
を選ぶ必要について考える。

本時の流れ 指導のポイント

導
　
入

1.　ほうれんそうのおひたしの作り方を知る。（15分）
①ほうれんそうを洗う時には、根もとの土を十分落と
すために、初めは流水で洗うが、その後はため水の
中でふり洗いをすると、水の節約にもなることを知
る。
②ほうれんそうは湯からゆでるので、湯を沸かすとき
にはふたをしておくことを知り、その理由を考える
（結果は2.で確認する）。
③ゆで汁は、洗い物に活用できることを知る。

1.　本時の全体を知らせることで活動の見通しを持
たせる。その中で、 エネルギーを使う場面に気付かせ、
使用量を減らすことを意識して活動しようという意識
を持たせる。

展
　
開

2.　ほうれんそうのおひたしを調理する。（50分）
①洗い方に気をつける（流水→ため水）。
 ・流水洗いの場合も水量に気をつける。
 ・水の節約だけに目を向けず、土を落とすことが目的
であることを意識する。
②鍋に入れる水の量をどのグループも同じにしておき、
同時に点火し、ふたの有無による沸騰への時間の違
いを調べる。

 ・可能であれば、2台の卓上コンロを使い、比較実験
をおこなう。ガスボンベの重さの減り方を比べるこ
とで使用量の違いを確認できる。
③ゆで汁は、流さずにまな板を洗うのに使用する。
 ・やけどに留意する。
④試食・後かたづけをする。
 ・根の部分以外は食べるようにする。

2.　1.で見通しをもった活動を実際に進める。この活
動では、 水の使用・ガスや電気の使用・排水への配慮
という3つの視点について考えさせる場面が作れる。
　野菜や食器類の洗い方に目を向けることで、水の使
い方という観点ができる。家庭ではさまざまな場でエ
ネルギーが消費されている。加熱調理には、多くの場
合、ガス（都市ガス・LP）か電気がエネルギー源と
して使われている。それらは使用量という形で家庭に
知らされる。しかし、日常生活でそのことについて考
える機会は少ないであろう。
　ここでは、 簡単な条件の違いであっても、 エネル
ギー使用量に差が出ることを知り、自身の生活におい
ても無理なく取り入れることができることに気付くこ
とが大切である。
　ガスコンロや IH クッキングヒーターを使う場合に
は、 実験すること以外の条件はそろえるようにするな
どして、 使用量を数値化できなくても、 完成までにか
かる時間が異なることから、 使用量が異なってくると
いう形で結果が明確になるようにする。（火力の差は、
火力を数値化し、かかった時間をかけることで使用量
を仮定することができる）

ま
と
め

3.　実験の結果をまとめる。（25分）
①水の沸騰までにかかる時間が違うことから、鍋にふ
たをした方が、早く沸騰させることができること、
つまり、エネルギーの使用量も少なくて済むことに
気付く。
②流水や火力についても、止めたり弱めたりすること
で、使用量に差が出てくることを知る。
③ゆで汁も、洗い物に活用できることを知るとともに、
汚れや色素の再付着などにより適切でない場合もあ
るなど、状況を見る必要があることを知る。

3.　実験の結果から、エネルギーの使い方について見
直させるとともに、自身の生活において気をつけるこ
とができる場面を作ることができるかどうかも考えさ
せたい。

本時の評価：【知識・技能】水や燃料の消
費量が調理の方法によって変わることを理
解して調理が適切にできたか。

◆参考情報&データ
　◎エネルギー資源については、副P.14～15、エネルギー使用量については副P.16～17、省エネについては副P.54～55。
　◎調理にかかわる省エネのノウハウやアイデアは、東京ガスHP「エコ・クッキング」
　　➡https：//home.tokyo-gas.co.jp/shoku/torikumi/eco-cooking/index.html
　　※「エコ・クッキング」は東京ガス株式会社の登録商標です。
　　大阪ガスHP「マイ大阪ガス・エコわざ相談室」
　　➡https：//services.osakagas.co.jp/portalc/contents-2/pc/ecowaza/
◆関連する教科・内容　◎理科4年「水のすがた」…沸騰・蒸発

ふた有り ふた無し

東京ガス 大阪ガス

ほうれんそうのおひたし
作り方
①ほうれんそうを洗う。
　→根もとを広げるようにして流水で洗う
　→ためた水の中でふり洗い

②①と同時に湯をわかし始める。
　→なべは、ふたをする。

③ふっとうした湯に根もとから入れる。
　2～ 3分ゆでる（色を見る）。
④水に入れてすぐに取り出す。
　根もとをそろえて軽くしぼる。
⑤4～ 5cmに切る。
⑥器にもり、しょうゆとかつおぶしをかける。

強火 ●ふたをした方が早くふっとうする。
●時間が短くてすむ。
　→ガスや電気を使う量が少ない。
　→水が減らない。

水をためて洗うと、
水を使う量が少なくなる。

ほうれんそうのゆで汁は、
流さずに、まな板などを洗うのに使う。

●ふたあり：6分　●ふたなし：8分ふっとうまで…
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情報をくらべて買い物をしよう

ワークシート　家－●②

環境に配慮したマーク（エコマークなど）、環境に配慮した商品（グリーン商品など）キーワード

◆参考情報&データ
　◎リサイクルマークの例については副P.56を参照。

本時の流れ 指導のポイント

導
　
入

1.　商品の購入に向けて得られる情報を知る。（15分）
食品（野菜）と文具についてとりあげる。
①買い物をする時に気をつけることを思い出す。
　〈食品〉新鮮さ（賞味期限）、価格、材料、量、産地
・フードマイレージや生産にかかるエネルギーのこと
を知る（本誌P.14～15参照）。
　〈文具〉デザイン、使いやすさ
②商品につけられる情報を知る。
　〈食品〉　野菜：生産者情報（表示など）
　　　　　加工食品：JASマーク類
　〈文具〉　量、規格、マーク類（エコマーク、協会マークなど）
・表示やマーク類は、情報源であることを知る。
③マーク類の意味について知る。
・環境に配慮した商品を示すマークについて知る。
（エコマーク、再生紙使用マーク、グリーンマークなど）

1.　児童たちが実生活で購入する商品には、食品とその他（文
具・衣料品）がある。文具や衣料品には商品にマークや表示で
情報があることが多く、比較させやすい。これらが消費者に何
を知らせているのかを正しく把握させる必要がある。食品では、
野菜を取り上げるのがよい。フードマイレージの観点から、社
会科の学習と関連させて学ぶことができる。また、栽培にもエ
ネルギーが必要であることから、旬のものを購入するなど、配
慮ができることを学ぶことができる。

展
　
開

2.　ノートを例に、自分が購入することを
　　シミュレーションする。（20分）
①それぞれのノートの情報を知る。
　（実物を用意すると、よりわかりやすい）
・自分の使用する状況とも合わせてシミュレーションする。
②情報を基に、自分がどのノートを選ぶのかを決める。
・自分の状況に合わせて適切に選ぶことができるよう
にする（AとBの違いは、環境に配慮しているかど
うかである）。

・なぜそのノートを選んだのか理由を明確にする
　（環境に配慮、使用頻度に配慮、など）。
③自分が選んだノートとその理由を発表しあう。

2.　自身の生活の場面を想起しやすい文具の購入について取り
上げる。児童の実態に合わせて商品を変更するとよい。
　今回取り上げたノートでは、①を基準として、②～⑤を比
較して自身の生活に合う商品を選択させる。まず、購入店舗
（①～③は徒歩、④～⑤はバス）までの交通手段を考えさせた
い。商品②は紙の材質が異なり、③は1冊あたりの価格と購入量、
表紙デザインが異なる。④は①と同じ商品で価格は安いが、交
通費がかかる。⑤は、表紙と価格が異なるが、材質等は①と同
じである。
　商品の情報が示すことや購入において配慮することについて
知った時、児童たちからは、自身の生活とはかけ離れた極端な
発想が出やすい。情報やエネルギーへの配慮だけで判断するこ
とがないよう、自分の生活と重ね合わせて考えさせたい。

ま
と
め

3.　商品購入に向けて考える視点をまとめる。（10分）
①自分の必要に応じた商品を選ぶとともに、同条件で
あれば、環境に配慮した商品を選ぶことも大切であ
ることを知る。

・必ずしも環境に配慮した商品を選ぶことが大切なの
ではなく、自身のライフスタイルに合わせて選択す
ることが大切である。

3.　児童たちが使うことが多いノートの購入を考える。ノート
には、大きさ、材質（品質表示）、量（枚数・冊数）、デザイン、 
価格といった選択の要素がある。主原料となる紙は、 パルプを
原料としている。パルプは、木材チップを原料としているがそ
のほとんどを輸入に頼っている。再生紙であれば、原料は古紙
であり、木材も輸送エネルギーも消費することはなくなる。社
会科と関連して考えさせたい。
　児童たちはデザインや価格については気がつきやすいが、素
材や量については、経験がないと考えにくい。商品につけられ
ている情報を使い、自分に合った商品を選ぶこと、その中でで
きるのであれば、環境にも配慮した商品を積極的に選ぶことが
できることについて気付かせるようにしたい。品質について取
り上げる際は、なぜ再生紙を使うことが良いのかエネルギー環
境の視点からも触れるようにしたい。2.で考えたことがらを踏
まえながら、自分の生活でどのような点に気をつけるのかを考
えて選択することが大事であることをおさえておきたい。

本時の評価：【思考・判断・表現】購入に
必要な情報を活用して身近な物の選び方、
買い方を考え、工夫する中で環境に配慮す
る視点も加えて購入をシミュレーションし、
意見を交流することができているか。

エネルギー教育の視点（目標）

　この題材では、買い物の仕方を見直し、目的に合っ
た計画的な買い物をするために、身近な物を選び、買
い方を考える。自身の生活に合った商品を選ぶことは
当然のこと、環境や廃棄のことも考えることで、環境
にも配慮した買い物ができることを知らせる。
　買い物（消費行動）には、 正しい情報の入手と、そ
れらを比較して主体的に判断することが必要である。
　今日の消費行動は、複雑化・高度化しており、児童
たちにとって、判断する指標がありすぎるような状況
にある。その中で、健全な金銭感覚とともに、環境に
配慮した商品を選ぶ感覚を身につけることは、日常生
活での消費者意識と環境に配慮する行動につながる。
【知識・技能】身近な物の選び方、買い方を理解し、
購入するために必要な情報の収集・整理をおこなう中
で環境に配慮した生活の工夫ができることを理解し、
買い物の計画が適切にできる。
【思考力･判断力・表現力】購入に必要な情報を活用し、
身近な物の選び方、買い方を考え、工夫するなかで環

境に配慮する視点も加えて計画を考え、考えたことを
表現するなどして課題を解決する力を身につけている。

単元の流れ（5時間）

1.　お金の使い方（1時間）
　・日常生活でさまざまなお金の使い方をしているこ
とを話し合う。

2.　商品購入までの流れ（3時間）
　①商品は必要性がある時に購入することを知る。
　②買い物の手順を知り、計画的に買い物をすること
に気付く。

　③商品の情報を比較し、自分にとって必要な商品を
選択するシミュレーションをおこなう。

【目　標】
商品から得られる情報を活用し、環境に配慮する視点
も加えながら自分の目的に合う商品を選ぼうとする。
（思考・判断・表現）

3.　よりよい買い物（1時間）
　・自分のライフスタイルに合った消費生活について
考える。

J
A
S
マ
ー
ク

再生紙使用マーク（Rマーク）

エ
コ
マ
ー
ク

グ
リ
ー
ン
マ
ー
ク

●商品につけられている
　マークの例

情報をくらべて買い物をしよう

●野菜（加工食品の場合）
 ・新鮮さ（消費期限・賞味期限）
 ・産地（原材料・品質表示）

 ・量
 ・マークや生産者情報など
●文具（そのほかのもの）
 ・大きさ（量）

 ・マーク

 ・品質（何でできているか）

●ノート…学校の宿題用に使うノート
 ・ねだん
 ・量（ページ数・さつ数）
 ・何でできているか（マークや表示）

買い物をする時に気をつけること

➡運ぶのに、エネルギーが使われる。
➡近くからだと、少ないエネルギー、新せんなまま。

➡自分にとって使いやすいか。

➡エコマーク、グリーンマーク、再生紙マーク。

➡再生紙などは、環境に気をつけられている商品。

①商店街の店
　…歩いて5分

・10mm方眼
・表紙：動物写真
・60ページ
・税こみ：120円

④スーパーマーケット
　…バスで5分

・10mm方眼
・表紙：動物写真
・60ページ
・税こみ：98円

⑤スーパーマーケット
　…バスで5分

・10mm方眼
・表紙：
　気に入っている
　キャラクター
・60ページ
・税こみ：120円

②商店街の店
　…歩いて5分

・10mm方眼　　　　  
・表紙：動物写真
・60ページ
・税こみ：120円
・グリーンマークつき

③商店街の店
　…歩いて5分

・表紙：イラスト
　（写真なし）
・1さつ60ページ
・税こみ：
・300円（3さつ）
※3さつとも同じ
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持続可能な食生活について考えよう

ワークシート　家－●③

地産地消、フードマイレージ、有機JASマークキーワード

エネルギー教育の視点（目標）

　この題材では、買い物の仕方を見直し、目的に合っ
た計画的な買い物をするために、身近な物を選び、買
い方を考える。自身の生活に合った商品を選ぶことは
当然のこと、環境や廃棄のことも考えることで、環境
にも配慮した買い物ができることを知らせる。
【知識・技能】商品を選ぶ時には、品質、量目、廃棄
の方法などを表示などによって確かめることができる
ことを知り、実践しようとする。
【思考力・判断力・表現力】自身がなぜその商品を選
んだのか、視点を明確にして説明することができる。
【主体的に取り組む態度】商品を選ぶ時には、自分の
好みだけでなく、環境にも配慮して選ぶことも必要で
あることに気付く。

単元の流れ（全4時間）

1.　お金の使い方（1時間）
　・日常生活でさまざまなお金の使い方をしているこ
とを話し合う。

2.　商品購入までの流れ（3時間）
　①商品は必要性がある時に購入することを知る。
　②買い物の手順を知り、計画的に買い物をすること
に気付く。

　③商品の情報を比較し、自分にとって必要な商品を
選択するシミュレーションをおこなう。

　　（本時・3 ⁄ 3）
【目　標】
商品から得られる情報を活用し、環境に配慮する視点
も加えながら自分の目的に合う商品を選ぼうとする。
（思考・判断・表現）

3.　よりよい買い物（1時間）
　・自分のライフスタイルに合った消費生活について
考える。

◆参考情報&データ
　◎食料生産にかかるエネルギーについては副P.15を参照。

本時の流れ 指導のポイント

導
　
入

1.　商品の購入に向けて、得ることができる情報を知
る。（15分）

　　食品（野菜）と文具についてとりあげる。実物を
用意することが難しい場合は、必要に応じて写真
などを用意する。

　①買い物をする時に気をつけることを思い出す。
　　〈食品〉新鮮さ（賞味期限）、価格、 材料、量、
　　　　　　産地
　　〈文具〉デザイン、使いやすさ
　②商品につけられる情報を知る。
　　〈食品〉野菜：産地・生産者情報（表示など）
　　　　　　加工食品：JASマーク類、
　　〈文具〉量目、規格
　　・マーク類（エコマーク、協会マークなど）
　③マーク類の意味について知る。

1.　買い物（消費行動）には、正しい情報の入手と、
それらを比較して主体的に判断することが必要である。
　今日の消費行動は、複雑化・高度化しており、子ど
もたちにとって、判断する指標がありすぎるような状
況にある。その中で、健全な金銭感覚とともに、環境
に配慮した商品を選ぶ感覚を身につけることは、日常
生活での消費者意識と環境に配慮する行動につながる。
　子どもたちが消費行動で購入する商品には、大きく
分けて食品とその他（文具・衣料品）が考えられる。
　食品では、野菜を取り上げるのがよいだろう。フー
ドマイレージの観点から、学習者の地元で栽培されて
いるものと遠くから運ばれてくるものとでは、エネル
ギーの使われ方が異なってくることを、社会科の学習
と関連させて学ぶことができる。また、栽培にもエネ
ルギーが必要であることから、旬のものを購入する
など、配慮ができることを学ぶことができる。ただし、
食品の購入は、子どもたちの生活に直結しにくいので、
シミュレーションではなくてよい。

展
　
開

2.　じゃがいもを例に、自分が購入することをシミュ
レーションする。（20分）

　①それぞれのじゃがいもの情報を知る。
　②情報を基に、自分がどのじゃがいもを選ぶのかを

決める。
　③自分が選んだじゃがいもとその理由を発表しあう。
　・①は安価で量も多いが、バスで10分かかる。②

～④は徒歩で行けるので、⑤も含めて子どもたち
のライフスタイルや価値観で購入する物品がかわ
る。

2.　ここでのシミュレーションは、子どもたちが調理
実習で使う食材を扱う。
　じゃがいもは年中手に入る。購入時期によって産地
が異なる。大きさ、材質（品質表示）、量目（個数）、
品種、価格といった選択の要素がある。
　その中で、子どもたちはサイズや個数・価格につい
ては気がつきやすいが、産地や鮮度については、経験
がないと考えにくい。じゃがいもは、調理法によって
適した品種があるため、必ずしも地産地消や環境に配
慮した商品が使えるわけではない。

ま
と
め

3.　商品購入に向けて考える視点をまとめる。（10分）
　・オンラインショッピングをはじめ、近年では買い

物の方法も多様化している。児童の実態に合わせ
て、そうした新しい買い方についてとりあげても
よい。

3.　商品販売時に得られる情報を使い、自分に合った
商品を選ぶこと、その中でできるのであれば、環境に
も配慮した商品を積極に選ぶことができることについ
て気付かせるようにしたい。

本時の評価：【思考・判断・表現】購入に
必要な情報を活用して身近な物の選び方、
買い方を考え、工夫する中で環境に配慮す
る視点も加えて購入をシミュレーションし、
意見を交流することができているか。

JASマーク特色のある規格の
JASマーク

有機JASマーク

情報をくらべて買い物をしよう

●食べ物
 ・新鮮さ（消費期限・賞味期限）
 ・産地（原材料・品質表示）

 ・量
 ・マークや生産者情報など
●そのほかのもの
 ・大きさ（量）

 ・マーク

 ・品質（何でできているか）

買い物をする時に気をつけること

➡運ぶのに、エネルギーが使われる。
➡近くからだと、少ないエネルギー、新せんなまま。

➡使い切れる量か、使いやすい大きさか。

➡JASマーク、有機JASマーク。

➡加工食品は、原材料を見る。

●じゃがいも…学校の調理実習で使う
 ・ねだん
 ・量（サイズ・個数）
 ・どこでどのようにとれたか（産地や表示）

①スーパー HANA
　…バスで10分

1袋（M5個）
北海道産新じゃが
広告の品
77円

④スーパー 桜
　…徒歩5分

ばら売り　L1個
北海道産新じゃが
58円

⑤移動販売
　…家の前

サイズ色々　6個地元産
（販売者栽培）
今朝ほりたて
150円

②スーパー 桜
　…徒歩5分

1袋（Lなど4個）
長崎産新じゃが
有機JAS
商品
298円

③スーパー 桜
　…徒歩5分

1袋（M8個）
長崎産新じゃが
広告の品
150円

※食品には、生鮮食品と加工食品がある。いずれも目的に応じた量・サイ
ズを選ぶことが大切である。生鮮食品を購入する場合、鮮度に加え、産
地や品種、旬についても考える必要がある。
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自然をうまく利用しよう

ワークシート　家－●④

日光（自然光）、風（風通し）、電気（ガス）使用量、照明、冷暖房機器、ライフスタイルキーワード

エネルギー教育の視点（目標）
　この題材では、 夏の暑さや冬の寒さを自然エネルギーの活用
によってしのぐ方法を知り、 自分の家庭でどのようにして取り
入れることができるのかを考える。
　エネルギー使用量を減らすことだけを考えるのではなく、 冷
暖房機器も使いながら自身のライフスタイルに合わせた活用を
考えられるようにすることをめざす。
　無理なく生活できることを示すことも、 環境に配慮した生活
を実践できる態度の育成のためには必要なことである。
　本題材では、これまでに学習してきた夏のくらし方や冬のく
らし方の中で、自然エネルギーを活用することの大切さを改め
て示す場面である。夏と冬のくらしを扱うため、それぞれの時
期に分けて学習するとより実感が持てる。
【知識・技能】日光や風といった自然のエネルギーが住まい方
に与える効果を理解している。
【思考力・判断力・表現力】自然のエネルギーを使って快適
にくらす工夫について考え、季節の変化に合わせて課題を設定
し、考えたことを表現するなどして課題を解決する力を身につ
けている。
【主体的に学習に取り組む態度】自然のエネルギーを使って季
節に合った快適な住まい方について考え、工夫・改善して実践
しようとしている。

単元の流れ（11時間）
1.　すずしいくらし方（7時間）…夏季におこなう
　・通風や遮光などを工夫して、すずしくくらす方法を探す
　　（1時間）
　・風通しや冷房を活用した住まい方（2時間）
　・衣服の目的と衣服による暑さ調節（2時間）
　・衣服の手入れ〈洗濯〉（2時間）
2.　あたたかいくらし方（3時間）…冬季におこなう
　・採光や保温などを工夫してあたたかくくらす方法を探す
　　（1時間）
　・日光や暖房を活用した住まい方（2時間）

3.　自然を生かした生活の工夫（1時間・本時）
　・季節に応じた自然エネルギーを生かしたくらしの工夫を考
える。

【目　標】
日光や風などの自然エネルギーを利用することで電気などだけ
に頼らずに快適にくらす工夫をしようとすることができる。
（思考力・判断力・表現力）

本時の流れ 指導のポイント

導
　
入

1.　室内で寒さをやわらげる方法を考える。（10分）
　①寒く晴れた日の昼間に誰もいない家に帰った時

に、 どのようにするのか、 考える。
　・暖房器具を使う、 重ね着をするなど。

1.　自分の生活を思い浮かべ、自分ならどのようにするか、を
想定させる。学習時期に合わせて「寒い日」を「暑い日」に変
えるなど配慮する（夏に学習する場合、 展開も「暑い季節」→「寒
い季節」と思考できるように入れかえる）。

展
　
開

2.　快適なくらしを追求する時には、 エネルギーが使
われることを知る。（20分）

　①冷暖房をはじめとして、自分たちが快適にくらそ
うとする時には、エネルギーが使われていること
に気付く。

　 ・健康のため、冷暖房を適切に使用することも必
要であることを知る。

　②暖房器具を使わずに部屋を暖める方法を知る。
　 ・日光の利用により、 部屋が暖められる。
　 ・日光も自然のエネルギーであることを意識する。
　 ・ 暖かい空気が上に上がることを利用して、扇風
機によって空気を循環させて暖かい空気を循環さ
せられることも知る。

　③夏のくらしで自然エネルギーを活用する場面を考
える。

　 ・通風、遮光、打ち水などにより、冷房の使用を
控えることができることに気付く。

　④自身の経験を思い出す。
　 ・冬場の日なたは暖かいこと、夏は窓を開けると

涼しくなることなど、身近な出来事が自然エネル
ギーを活用していることに気付く。

2.　小学生である学習者がすぐにできる快適なくらし方は、冷
暖房機器の使用など、エネルギーの消費が伴うことが多いだろ
う。住居の状況によっては、自然エネルギーを活用することが
難しい場合もある。それぞれの家庭のくらし方を否定すること
がないように配慮しつつ、少しの工夫でも電気やガスを使わず
に快適な住まい方ができることに気付くようにする。

ま
と
め

3.　自分の家庭でできることを考える。（15分）
　①自然エネルギーを活用することが大切だが、家庭

や自身のライフスタイルに合わせて電気やガスに
頼る場合があることを知る。

　②ライフスタイルに合わせて無理ない方法を選ぶこ
とが大切であることを知る。

　③自身の生活に取り入れることができる方法と具体
的な実践の方法を考える。

3.　自然エネルギーを活用することを示すと、 児童は電気やガ
スを使わずに生活することに目を向けがちである。しかし、 実
際には、自然エネルギーだけを活用して生活することは難しい。
エネルギー使用量を減らすことだけを考えるのではなく、冷暖
房機器も使いながら、自身のライフスタイルに合わせた自然エ
ネルギーの活用を考えられるようにすることをめざす。無理な
く生活できることを示すことも、環境に配慮した生活を実践で
きる態度の育成のためには必要なことである。

本時の評価：【思考力･判断力・表現力】
自然のエネルギーを使って快適にくらす工
夫について考え、季節の変化に合わせて課
題を設定することができたか。

◆参考情報&データ
　◎家庭で使われるエネルギーついては、副P.16～17
　◎打ち水については、
　　・日本気象協会推進・熱中症ゼロへHP「熱ゼロ研究レポート」
　➡https://www.netsuzero.jp/netsu-lab
　　・「打ち水大作戦」HP（事務局：日本水フォーラム）
　➡https://uchimizu.jp/
　◎省エネに関するノウハウやアイデアは、
　　・大阪ガスHP「マイ大阪ガス・エコわざ相談室」
　➡https://services.osakagas.co.jp/portalc/contents-2/pc/ecowaza/

部屋の温度を

上げる
部屋の温度を

保つ

熱中症ゼロへ 打ち水大作戦 大阪ガス

方　法

方　法

部屋の温度を

上げる
部屋の温度を

保つ

●部屋を
　あたたかく
　するには？

 ・エアコンやストーブをつける。
 ・電気カーペットをつける。
 ・カーテンを開けて日光を入れる。

 ・部屋をしめきる。
 ・あたたまったら、カーテンをしめる。

■熱を
　にがさない
　ようにする。
→あたたまったら
厚いカーテンを
閉める。

→出入りの回数や
時間を減らす。

■熱を
　とり入れる。
→カーテンを開け
て日差しを入れ
る。

●部屋を
　すずしく
　するには？

 ・エアコンや
　せん風機をつける。
 ・窓を開けて風を入れる。

自
然
の
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エネルギー・環境関連キーワード
（50音・アルファベット順）

◆安定供給
社会を持続させるために必要な量のエネルギーを経済
的に見合う価格で供給することをいう。日本では輸入
相手国の多様化や国内外での自主資源開発、主要資源
国との関係強化などに取り組んでいる。

◆エネルギー基本計画
エネルギー政策の基本的な方向性を示すために政府が
策定する指針。2021年10月に閣議決定された第6次エ
ネルギー基本計画では、2050年までに温室効果ガスの
排出を実質的にゼロにする「2050年カーボンニュート
ラル」の実現に向けた道筋や、安全性の確保を前提にエ
ネルギーの安定供給・経済性・環境保全を同時に達成す
る「S＋3E」の考え方に基づいた取組などが盛り込まれた。

◆エネルギー自給率
生活や経済活動に必要な一次エネルギー（石油、天然
ガス、石炭、原子力、太陽光、風力など）のうち、国
内で産出・確保できる比率をいう。日本はエネルギー
資源にとぼしいため、エネルギー自給率が低い国のひ
とつである。

◆温室効果ガス
温室効果ガスには宇宙に逃げる熱（赤外線）を吸収し、
地球を適度な温度に保つはたらきがある。しかし、温
室効果ガスが増えすぎると宇宙に逃げる熱をより多く
吸収するため、地球の温度が上がる。主な温室効果ガ
スは二酸化炭素、メタン、一酸化二窒素、フロンなど
である。

◆可採埋蔵量
現在の技術で経済的に採掘が可能であると確認されて
いる資源量を「確認可採埋蔵量」といい、これを年間
の生産量で割った値を「可採年数」とよんでいる。可
採年数は、確認されている埋蔵量を現在のペースで生
産した場合に採掘できる期間を表している。今後、埋
蔵量・生産量が変動すれば可採年数は変化する。

◆化石燃料
石炭、石油、天然ガスなど、古代地質時代の動植物の
死骸が化石化し、燃料となったものをいう。

◆カーボンニュートラル
「二酸化炭素をはじめとする温室効果ガスの排出を全

体としてゼロにする」ことをいう。温室効果ガスの排
出量から、吸収量や除去量を差し引いた合計がゼロに
なれば実質ゼロと同じになるという意味である。二酸
化炭素の吸収量を増やすには植林を進めることにより、
光合成に使われる大気中の二酸化炭素吸収量を増やす
ことが考えられる。また、二酸化炭素を回収して貯留
する技術（CCS）で大気中から除去する方法なども
研究されている。

◆国際連合（United Nations）
1945年、第二次世界大戦を防げなかった国際連盟の
反省を踏まえ51か国の加盟国で設立された。主な活
動目的は、国際の平和および安全の維持（安全保障）、
経済、社会、文化などに関する国際協力の実現などで
ある。日本は1956年に加盟。現在の加盟国数は193
か国（2020年11月現在）。

◆再生可能エネルギー
資源に限りのある化石燃料に対して、太陽光、太陽熱、
風力、中小水力、バイオマス、地熱など、常に自然界
に存在し、エネルギー源として繰り返し利用できるエ
ネルギーのことをいう。

◆省エネルギー（省エネ）
限りあるエネルギー資源の枯渇を防ぐため、エネル
ギーを効率よく使うことをいう。省エネルギーにはエ
ネルギーの消費量を減らすための工夫や改善をする方
法や、エネルギー機器の補修や交換によって効率を向
上する方法などがある。

◆脱炭素化社会
二酸化炭素の排出が実質ゼロとなる社会をいう。地球
温暖化に大きな影響を与えていると考えられている二
酸化炭素の排出を徹底的に削減することが求められて
いる。

◆地球温暖化
人間の活動により温室効果ガスが大気中に大量に放出
され、地球全体の平均気温が急激に上がり始めている
現象のことをいう。イギリスで始まった産業革命（18
世紀半ば）以降、化石燃料の消費の増加に伴って二酸
化炭素排出量も増加したのが要因と考えられている。
世界の平均気温は1880 年から2021 年までの間に

国際連合
広報センター
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0.85℃上昇した。このまま地球温暖化が進むと、今
世紀末には地球の平均気温が最大で約4.8℃上昇する
と予測されている。

◆地産地消
地元で生産されたものをその地域で消費することを基
本とした活動。消費者にとっては新鮮でより安価な農
作物を得ることができる。生産者にとっては流通経費
の節減により収益性の向上が期待できる。また、フー
ド・マイレージの減少による二酸化炭素排出の削減な
ど環境負荷の低減効果が考えられる。

◆持続可能な社会（Sustainable society）
地球環境や自然環境が適切に保全され、将来の世代が
必要とするものを損なうことなく、現在の世代の要求
を満たすような開発が行われている社会をいう。日本
では「健全で恵み豊かな環境が地球規模から身近な地
域までにわたって保全されるとともに、それらを通じ
て国民一人一人が幸せを実感できる生活を享受でき、
将来世代にも継承することができる社会」と定義され
ている（平成18年第3次環境基本計画）。

◆バイオマス
バイオマスとは生物資源のことで、エネルギー源とし
て再利用できる動植物から生まれた有機性の資源であ
る。特に植物由来のバイオマスはその生育過程で大気
中の二酸化炭素を吸収しながら成長するため、これら
を燃焼させたとしても追加的な二酸化炭素は排出され
ないことから「カーボンニュートラル」なエネルギー
とされている。

◆パリ協定
2015年「国連気候変動枠組条約締約国会議（COP21）」
で採択された京都議定書に代わる2020年以降の温
室効果ガス排出削減のための新たな国際的枠組み。
2016年11月に発効。先進国、途上国が共に排出削
減に取り組む画期的な枠組みである。世界の平均気
温上昇を産業革命以前に比べて2℃より十分低く保ち、
1.5℃に抑える努力をすることを長期目標に掲げてい
る。締約国数は189か国・地域（2021年1月現在）。

◆備蓄
第一次石油ショック後、国際エネルギー機関（IEA）
が発足し、各加盟国に90日分の石油備蓄が義務づけ
られた。日本では、石油国家備蓄（および産油国共同
備蓄）を90日分程度、民間備蓄を70日分相当、LP
ガス国家備蓄を49日分、民間備蓄を55日分備える

ことになっている。

◆フード・マイレージ
食料の生産地から食卓までの距離に着目し、なるべく
近くでとれた食料を食べた方が輸送に伴う環境負荷が
低減されるという考え方。重さ（ｔ）×距離（km）
＝フード・マイレージ（t・km）で計算できる。日本
は食料自給率が低いため、フード・マイレージが高い。

◆SDGs
　（Sustainable Development Goals：持続可能な
開発目標）
2015年「国連持続可能な開発サミット」で採択され
た「我々の世界を変革する：持続可能な開発のための
2030アジェンダ」が掲げる目標をいう。2030年ま
でに達成すべき17の目標と169のターゲット（達成
基準）からなる。

◆Society 5.0（ソサエティ 5.0）
日本政府が策定した「第5期科学技術基本計画」の中
で、日本がめざすべき未来社会の姿として提唱されて
いるコンセプトである。エネルギー分野では、気象情報、
発電所の稼働状況、EVの充放電、各家庭での使用状
況といった様々な情報を含むビッグデータをAIで解
析することにより、多様なエネルギーによって安定的
にエネルギーを供給することやエネルギーの地産地消、
地域間で融通すること、各家庭での省エネを図ること
ができるようになるとともに、温室効果ガス排出の削
減など、環境負荷の軽減を図ることが可能となる。

◆3R（スリーアール）
環境と経済が両立した循環型社会を形成していくため
の3つの取り組みの頭文字をとったもの。
①Reduce（リデュース：廃棄物の発生抑制）、②
Reuse（リユース：再使用）、③Recycle（リサイクル：
再資源化）の順番で取り組むのがよいとされる。さら
にRefuse（リフューズ：いらないものは買わないも
らわない）、Repair（リペア：修繕、修理）を加えた
5Rなどという場合もある。

外務省HP
国連開発計画
（UNDP）
駐日代表事務所　

内閣府Society5.0
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◆エネルギー教育教材や資料のご案内
経済産業省資源エネルギー庁では、エネルギー教育の実践に役立つさまざまな支援事業の一環として、児童向け、教師向
けの教材を作成しています。本教材と合わせてご活用ください。また、日本のエネルギー最新事情がわかる広報パンフレッ
トもご活用ください。

◆主なエネルギー環境関連機関

お問い合わせ先 資源エネルギー庁 長官官房 総務課 調査広報室
TEL：03-3501-5964／ E-mail：enechohp@meti.go.jp

中央官庁

経済産業省資源エネルギー庁 03（3501）1511　　　https://www.enecho.meti.go.jp/

資源エネルギー庁では、エネルギーの最新情報をお知らせするために「メールマガジン」を発行しています。登録は資源エネルギー
庁のホームページからどうぞ。また、エネルギー関係の最新データを掲載したパンフレットを無料で配布しています。

文部科学省 03（5253）4111　　　https://www.mext.go.jp/

環境省 03（3581）3351　　　https://www.env.go.jp/

エネルギー資源関連

石油連盟 03（5218）2305　　　https://www.paj.gr.jp/

（一財）日本エネルギー経済研究所石油情報センター 03（3534）7411　　　https://oil-info.ieej.or.jp/

（独）石油天然ガス・金属鉱物資源機構 03（6758）8000　　　https://www.jogmec.go.jp/

（一財）石油エネルギー技術センター 03（5402）8500　　　https://www.pecj.or.jp/

石油鉱業連盟 03（3214）1701　　　https://www.sekkoren.jp/

（一財）石炭フロンティア機構
（令和3年4月に石炭エネルギーセンターから名称変更） 03（6402）6100　　　http://www.jcoal.or.jp/

（一社）日本ガス協会 03（3502）0112　　　https://www.gas.or.jp/

日本LPガス協会 03（3503）5741　　　https://www.j-lpgas.gr.jp/

日本LPガス団体協議会 03（5157）9700　　　http://www.nichidankyo.gr.jp/

電力関連
電気事業連合会 03（5221）1440　　　https://www.fepc.or.jp/

（一財）電力中央研究所 03（3201）6601　　　https://criepi.denken.or.jp/

原子力関連

（一財）日本原子力文化財団 03（6891）1572　　　https://www.jaero.or.jp/

原子力規制委員会 03（3581）3352　　　https://www.nsr.go.jp/

原子力発電環境整備機構（NUMO） 03（6371）4000　　　https://www.numo.or.jp/

新エネルギー関連
（国研）新エネルギー・産業技術総合開発機構（NEDO） 044（520）5100　　　https://www.nedo.go.jp/

（一財）新エネルギー財団 03（6810）0360　　　https://www.nef.or.jp/

省エネルギー関連 （一財）省エネルギーセンター 03（5439）9710　　　https://www.eccj.or.jp/

地球温暖化関連
COOL CHOICE 03（3581）3351　　https://ondankataisaku.env.go.jp/coolchoice/

全国地球温暖化防止活動推進センター 03（6273）7785　　　https://www.jccca.org/

リサイクル関連 （一社）産業環境管理協会 資源・リサイクル促進センター 03（5209）7704　　　http://www.cjc.or.jp/
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明日からできるエネルギー教育
改訂委員会　小学校ワーキンググループ

【委員長】
　山下　　宏文　京都教育大学教育学部　教授

【委　員】
社会科
◎林　　　祐毅　仙台市立東長町小学校　教諭
　永井　　一也　公益財団法人 仙台ひと・まち交流財団 
　　　　　　　　川平マイスクール児童館　館長
　長岐　　　彩　仙台市立南小泉小学校　教諭
◎平岡　　信之　京都教育大学附属桃山小学校　教諭
　大島　　彰央　京都市立向島小学校　教諭
　山野　　元気　八尾市教育委員会事務局 教育センター　指導主事
理　科
◎杉野　さち子　お茶の水女子大学附属小学校　教諭
◎向　　　平和　愛媛大学教育学部　准教授
　大塚　　　翔　愛媛大学教育学部附属小学校　教諭
　水口　　達也　愛媛大学教育学部附属小学校　教諭
　渡部　　千春　愛媛大学教育学部附属小学校　教諭
家庭科
◎平野　　江美　奈良教育大学附属小学校　教諭
　榊原　　典子　京都教育大学　名誉教授

※所属、役職は令和4年2月末現在　◎は教科代表（順不同・敬称略）
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※本副教材に掲載されたイラスト、写真等は著作権法により保護されているため、授業以外の目的での利用・転載・無断複製は固くお断りいたします。
国際連合SDGs HP：https://www.un.org/sustainabledevelopment/
The content of this publication has not been approved by the United Nations and does not reflect the views of the United Nations or its 
officials or Member States.


